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Ⅰ	 はじめに
　ぼくの41年に及ぶ教歴を導いたものは、数
えてみればいろいろあるが、41年間一貫して
ぼくを突き動かした言葉は、ルイ・アラゴン
（Louis Aragon, 1897–1982）の詩の一節である。
　それは、友人から教えられたルイ・アラゴ
ンの「ストラスブール大学の歌」という詩にあ
る「教えるとは希望を語ることであり、学ぶと
は誠実を胸に刻むことである（Enseigner c'est 

dire espérance/Étudier fidélité）」というもの
であった。教員になったばかりのぼくが図書館
でこの詩を読んで感動したときのことを、今で
もよく覚えている。教えるとは、知識を与える
ことではなくて、未来を創るための勇気を与
えることであり、学ぶとはそのために本気で、
全力をふりしぼってその課題にぶつかってい
くことだと考えたからである。

Ⅱ	「学ぶ」とは
　スカウトは、《learning by doing》によって学
ぶ。具体的には、パトローリングとウッドクラフ
トにより体験することで学ぶのであって、決し
て座学で学ぶのではない。もとより、隊長や
上級班長などのヤーン（夜話）から学ぶことも
少なくなかろうが、基本的には、ハイキングと
キャンピングにより、サバイバルの技術と生き
方の訓練とを中心に体験学習することである。
　大学においても、スポーツとか実習とか、
体験学習もあるにはあるが、学習の中心が講
義という座学にあることはいうまでもなく、ス
カウトの体験学習とは異なり、もっぱら頭脳ト
レーニングが中心である。学習そのものにつ

いては、いずれも「誠実を胸に刻むこと」は必
要ではあっても、胸に刻む学びが日常の行動
で示されなければならないスカウトの行動規
範とは異なっている。

Ⅲ	「教える」とは
　スカウトとは異なり、スカウター（指導者）た
る者は、リーダーとしてスカウトを指導する必
要がある。しかし、大学の教師と学生という関
係とは異なっている。スカウトとスカウターの
関係は、その呼称の類似性にみられるように、
先輩と後輩に近い関係であり、上下や優劣の
関係ではなく、体験の有無にすぎない。同じ
知識であっても、それは知識の量にあるので
はなくて、知識の質にあることを知るべきで
ある。
　つまり、スカウトの目的は、人にやさしい
社会の創造である。別の言い方をすれば、共
存共栄をはかるベターワールドの創造である。
そのためには、ぼくたちは互いに感謝の心を
もって奉仕をする必要がある。ぼくたちは、と
もすれば、助力するとか、協力するとか、何か
を他人のために奉仕する（お役に立つ）とか、え
らそうにも一方的に何事かをしてあげると思
いがちである。しかし、実のところは、自分で
も気がつかないうちに誰かのお世話になって
いるとか、場合によれば、誰一人気がつかな
いうちに、社会から恩恵を蒙

こうむ
っていることが

少なくない。それゆえ、ぼくたちが奉仕をして
いるつもりでも、それは受けた恩のほんの一
部の恩返しにすぎないことが少なくない。意
外とそれに気がついていない者が多いが、そ
のことをしっかりと認識しておくべきである。
そのことを理解するかどうかで、真のスカウト
になっているかどうかが決まる。
　指導者の教えは、すべてを尽くしているわ
けではない。また、その必要もない。教えら
れる側のスカウトに、誠実を胸に刻むほどの
真剣さがあれば、ひとつの体験は百の効果を
生むであろう。大切なことは、そのひとつの教
えがスカウトの心に響くかどうかにある。スカ
ウトの未来（希望）を開くことにつながる、さわ
やかなリーダーの号令が青空に響くことを期
待したい。

Ⅳ	 ルイ・アラゴンとは
　ルイ・アラゴンの詩を唐突に持ち出し、スカ
ウトのあり方についてあれこれ述べるのには
理由がある。もとより、アラゴンはスカウティ

ングとはまったく無縁の人である。しかし、ぼ
くがアラゴンを持ち出したのは、ぼくの人生
の大半を占める研究生活のなかで、「教えると
は希望を語ることであり、学ぶとは誠実を胸
に刻むことである」というフレーズが、絶えず
頭の中でガンガン鳴り響いていたからであっ
た。その想いはスカウティングに携わるように
なった現在でも続いている。ぼくの思い入れ
が深いことは間違いないが、単にそれだけの
ことではない。
　「教えること」と「学ぶこと」をこんなふうに
言葉で示した例がこれまでにあっただろうか。
それもこれほどに深い意味をもつ美しい表現
になろうとは。繰り返すが、ぼくはこの詩を最
初に読んだとき、心がふるえるほど深い感動
を受けた。その感動は、過去を回顧するもの
ではなく、未来を見つめる前向きな覚悟とし
ての感動である。誠実を胸に刻みながら教え
を学び、未来の希望の道を歩む若者を教える。
これほどの栄光に満ちた人生はほかにあろう
か。ぼくは研究者の道に進んだ幸運をつくづ
く感謝した。しかも、この言葉はストラスブー
ル大学から生まれた。
　ストラスブールという都市は、ヨーロッパの
中心に位置し、絶えずドイツとフランスの争奪
の係争の地となったアルザス=ロレーヌの中
心にあり、いまはフランスの領土であるにも
かかわらず、街の中ではドイツ語のほうが多
く使われているように思われるほどのフラン
ス離れした土地である。二度の世界大戦では、
二度ともドイツに併合されたが、二度ともフラ
ンスが奪回したフランスの土地である。この
土地で生まれ育ったアラゴンは、ストラスブー
ルの戦いからレジスタンスに身を投じ、レジス
タンスの英雄になるとともに、きわめてミリタ
ントな詩人として知られるようになった。
　ぼくがアラゴンをここに引っぱり出したのは、
彼が詩人として、また作家として高名だからで
はない。彼は、信念のために命を賭ける行動
の人だったからである。スカウトは、信念に基
づいて、世のため人のために行動する人でな
ければならないと考えるからである。

Ⅴ	 結びに代えて
　「アンセニエ・セ・ディール・エスペランス。
エテュディエ・フィデリテ」—なんという心
に響く美しい言葉であろうか。スカウトの好き
なモットーのひとつとなってほしい。これこそ
が、スカウティングのアルファでありオメガで
あると信じるからである。

教・学の原点
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不変のもの
　ボーイスカウト日本連盟は、2022年に創立
100周年を迎えます。
　3年後に100歳の誕生日を迎える、日本の
ボーイスカウト運動は、不変の価値と多くの
先輩諸氏のこの運動に対する情熱と奉仕の精
神によって長い歴史を築いてまいりました。
　ボーイスカウト日本連盟が1969（昭和44）

年8月1日に発刊した『ボーイスカウトポケッ
トブック』が、私の手元にあります。その中の
「指導者編」においてボーイスカウト隊長につ
いて記述されている部分を紹介します。
　「隊長の仕事は、年少幹部（グリーンバー）を
訓練指導して、彼ら自身で隊を運営させるこ
とであって、隊長自らが隊を動かすことでは
ない。さらに隊長の責務は、隊員を激励して
自ら習わせ、その成長を助けてやることにあ
って、個々の少年にスカウト技術を教練する
ことではない」
　すでに50年近く経過しているボーイスカウ
ト日本連盟発刊の書籍ですが、原則は現在ま
で変わっていません。

変えてはならないこと
　現在、日本連盟のボーイスカウト隊の1こ
隊平均加盟員数（2018年8月末）は8.2人です。
また、1こ隊の平均班数は、1.2班です。1こ

班のスカウト数が1こ隊のスカウト数という現
状では難しいことかもしれませんが、隊長が
上級班長や班長のようになってはいないでし
ょうか。隊長自身が、班長や上級班長の仕事
を奪い取ってはいませんか。時代がいかに移
り変わろうと、原則を変えてはスカウト教育で
はありません。隊集会等の活動において、少
人数だからといって隊長が上級班長または班
長の代わりをすると、大人が主導する隊活動
になり、スカウトにとっては学校を思い出させ、
授業を受けているように感じてしまうかもしれ
ません。自分たちで考えた集会の活動ができ
ていないため、面白さを感じずに残念ながら
退団するスカウトも増えていくのではないでし
ょうか。「スカウトの、スカウト自身による、ス
カウトのための運動」でなければならないと思
っています。今一度、指導者が自らを評価し
てみましょう。

SCOUTINGを構成するもの
　スカウティング（「スカウト運動」「スカウト教育」

「スカウト活動」と3種に用いられる）の英語表記
は、「S」 「C」 「Outing」の3つに分解できます。
WB 実修所 BS 課程第35期（1975年5月）の
志波栄吉所長（故人）がコース中のセッション
で、次のように話されていたことを思い出し
ます。

 S ‥‥‥‥‥ Song（歌）
 C ‥‥‥‥‥ Camp（キャンプ）
 O uting ‥‥ 野外活動

　SCOUTING の綴
つづ
りを解釈したのだと思

いますが、よく考えられたものだと、ただた
だ感心しています。このように分解してみる
と、最近のスカウトたちは最初の1文字の「S
（Song）」、つまりスカウトソングをはじめとする
「歌」を歌わなくなっていませんか。なぜ歌わ
ないのだろうか、なぜ歌えないのだろうか。そ
れは、ボーイ隊長に限らず、スカウトが所属す
る隊指導者がスカウトソングを知らないことが
大きな原因ではないでしょうか。歌が苦手な
指導者もいると思いますが、この苦手を克服
することが必要です。それには繰り返しの練習
が必要です。ひとつの歌を何回も何回も練習
すれば、必ず上手に歌えるようになるはずです。

活動に歌を !
　指導者がスカウトソングを知らなければ、歌
う機会もないまま集会が終わってしまいます。
たしかにスカウトソングのメロディーは、今の
子どもたちの感性には多少合わないかもしれ
ませんが、スカウト活動においてスカウトソン
グは大切なプログラムのひとつです。スカウ
トソングには、服装と同じようにT.P.O.（「時間」

｢SCOUTING｣の
年頭所感

日本連盟コミッショナー

−スカウトの、スカウト自身による、スカウトのための運動−
実践に取り組もう
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「場所」「場合」）があります。T.P.O に合った
スカウトソングを歌わないと、スカウトたちの
心に響かず、効果もありません。
　集会の開会時や閉会時のスカウトソング、
ゲーム、ハイキング、キャンピング、キャンプ
ファイアなど、それぞれの「シチュエーション」
によって効果的なスカウトソングを歌うことに
より、活動のプログラムが一層盛り上がって
いきます。スカウトソングは、「みんなで歌え
ばスカウト同士の一体感を生み、辛いことを
吹き飛ばし元気になれる」「静かな自然や情景
と一緒になる」といった、スカウトの情操教育
にはなくてはならない方法です。
　地区、県連盟または日本連盟が主催する
「スカウトソング研修会」や「ラウンドテーブ
ル」等に積極的に参加し、スカウトソングが歌
えるように最大限の努力をすることは、隊指
導者の責務と考えています。
　カブ隊においては、デンコーチがデンコー
チ集会において隊長からスカウトソングを教
わり、組集会の中でカブスカウトにスカウトソ

ングを教え伝えることが大事です。また、ボー
イ隊においては班長会議、班長訓練等を通じ
て、上級班長、班長へ隊長から指導していくこ
とがキーになります。

おわりに
　日本連盟創立100周年に向けたこれからの
3年間は、いろいろな改革や改定が進むであ
ろうと思います。しかし、世界スカウト機構の
憲章に述べられている、スカウティングの定
義、目的、原理、教育法は不変であり、加盟国
内で勝手には変更したり改定したりはできま
せん。
　そのうえで、創立100周年を迎える日本連
盟は、自国の状況に合わせた具体的な教育方
法にすべく、今後もさまざまな施策の改定や
改革を実行していきます。前向きにとらえて
いただき、現在の我が国のスカウト運動に必
要と考えられるさまざまな施策について、一
丸となって取り組んでいきましょう。

｢SCOUTING｣の
−スカウトの、スカウト自身による、スカウトのための運動−
実践に取り組もう

　冬季諸活動において下記の留意
事項を確認し、より一層安全なスカ
ウト活動に取り組んでください。

■ 冬季諸活動の留意事項
　スキー、スケートなどのウィンタ
ースポーツや雪中キャンプなど、冬
ならではの自然を感じられるさまざ
まな活動を展開されることと思いま
す。活動時は、スカウトの体力、技
能、体調等を考慮し、安全かつ楽し
い経験ができる環境を整えてくださ
い。そのために指導者は、教育効果
や安全確保をおろそかにすることな
く、基本的なプログラムプロセスに
沿った十分かつ綿密な計画を作成し
ましょう。
　冬季は、気象条件や環境の変化が
激しいことから、通常の安全対策に
加え、冬季の活動に応じた念入りな
対策を講じ、安全確保に努めてくだ
さい。活動中は、状況に応じた具体
的な指示や指導を徹底し、それでも
事故が発生した際に迅速で的確な対
応がとれるよう、事前の準備も行っ
てください。また、スカウトも指導者
も安全への意識を高め、「自分のこと
は自分で責任をもつ」心構えの醸成
に努めましょう。
　活動終了後には、万が一に備えて
協力要請をした緊急連絡先や関係機
関（病院、警察、消防、関係県連盟等）に
お礼とともに、無事に活動を終了し
た旨、報告をお願いします。

■ セーフ・フロム・ハームに
 ついて
　成人指導者（18歳以上の副長補を含

む）は、「セーフ・フロム・ハーム」の
趣旨をご理解いただき、登録前研修
（2019年度の登録に必須）に取り組む
ほか、各地区や県連盟で開催するセ
ミナーへの積極的な参加をお願いし
ます。
※本誌17頁の内容をご確認ください。

日本連盟コミッショナーより

平成30年度冬季の
諸活動に向けて（要約）
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	1911年	 乃木希典大将、ロンドンでB-Pと会見

	1921年	 皇太子殿下（のちの昭和天皇）が渡欧し、
エジンバラにてスカウトラリーを親閲。
ベーデン - パウエル卿謁見

	1922年	 少年団日本連盟創立
	1923年	 関東大震災にてスカウトが奉仕活動を

展開

	1925年	 全国的に「ちかい」と
「おきて」を統一。『少
年団教範』（初の『スカ
ウティング・フォア・ボー
イズ』全訳）出版

	1935年	 少年団日本連盟が財団法人大日本少
年団連盟に改組

青年の活躍
　ボーイスカウト運動の世界共通のヴィジョンは、「Creating	a	Better	
World（より良き社会を創ろう）」。言うまでもなく、青少年が自発的な活動
を通じて、社会に奉仕できる能力と自らの人生に役立つ技能を体得する
ことがスカウト教育の目的です。
　ボーイスカウトで培う技能、考え方や姿勢は、まさしくスカウト自身が
継続して努力を積み重ねた結果です。スポーツクラブなどの習い事に比
べ、取り組みの結果がすぐに形に現れるものではありませんが、これこそ
が、現代社会において求められる「人間力」ではないでしょうか。そして、
ボーイスカウトには全国、全世界に同じ目的をもった仲間がいるという大
きな魅力があります。この、「仲間のひとり」であることが現代社会にお
いて重要だということは、指導者の皆さんはよくおわかりのことでしょう。

 ▶全国ローバースカウト会議（RCJ）
　幼少期から異年齢の集団の中で自らの役割
や存在を意識し、他者と共存して活動に取り組
むスカウトたち。日本連盟には、そうした経験を
積んで成長したスカウトの最終年代である全国

の18歳から25歳までのスカウトと指導者が所属する、全国ローバース
カウト会議（RCJ）があります。1955（昭和30）年7月時点では全国で3
隊しかなかったローバースカウト（当時は「青年スカウト」）ですが、今では
1,200を超す隊、約7,900人が全国で活動するまでに増えました。
　各地で開催するイベントや日本連盟主催事業においてもRCJの活躍は
大きく、県連盟によっては RCJ の県連盟代表が青年代表理事として理事
会に参画しているところもあります。また、RCJ ではWEBチームを編成
してHPを立ち上げ、所属するRSの活動紹介や全国の大学ローバースを
掲載し、全国組織として横のつながりを強化する試みも進行しています。
https://rcjweb.jp/

 ▶ 100周年の年、ローバースカウトは全員が成人に
　昨年3月の民法改正により、ちょうど日本連盟が100周年を迎える
2022年より、日本の成人年齢は18歳に引き下げられ、RCJ 年代は全
員が成人となります。この年代のスカウトと指導者が、成人としてより重
い責任をもち、自覚ある行動をとることを念頭におき、育成と支援をし
ていくことが重要です。
　日本連盟では、自身の人生や社会人として、ボーイスカウトで培って

日本連盟創立100周年まであと3年

さらなる未来へ
　1922年、少年団日本連盟の名称で創立したボーイスカウト日本連盟。
　順風満帆とはいきませんでしたが、多くの先人たちの努力の積み重ねにより、今日
の日本連盟があります。そして3年後、日本連盟は記念すべき創立100周年を迎えま
す。この節目の年を迎えるにあたり、日本連盟ではさまざまな取り組みを検討し、進
めています。今号では、日本連盟の歴史を振り返りつつ、現在の取り組みについて紹
介いたします。
※当記事では、出来事の紹介を中心に構成しています。
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 ▶ 100周年ロゴ
　本誌（2018年5月号）でご紹介しましたが、100
周年記念ロゴを制作しました。
　100周年記念事業計画のひとつとしてすでに皆

	1939年	 山中野営場（山梨・南都留郡山中湖村）富
士臨雲健児寮落成

	1941年	 大日本少年団連盟が他の青少年団体
とともに大日本青少年団に統合される

	 	（連盟は財団法人「健志会」と名称変更し、組
織の一部を存続）

	1949年	 財団法人ボーイスカウト日本連盟とし
て再発足

	1950年	 那須野営場（栃木・那須塩原）を開設
	1951年	 菊、隼、不二（のちに富士）課程制定
	1956年	 第1回日本ジャンボリー（長野・軽井沢）

開催

 ●初めての日本ジャンボリ
ー。海外12か国のスカウ
トを招き、13,000人で開
催しました。皇太子殿下
をお迎えしてパレードを
行うなど、日本連盟発足34年目にして最
大の行事となりました。

	1957年	 第1回日本ギルウェル実修所開設

	1964年	 東京オリンピック・パラリンピックに奉仕

 ●各競技会場内外の参加国旗の一斉掲
揚や聖火リレーコースの清掃などの奉仕
参加者は、延べ8万人。

	1970年	 万国博覧会（大阪・吹田市千里丘陵）奉仕

	1970年	 ボーイスカウト会館（東京・三鷹）落成

	1971年	 第13回世界ジャンボリーを日本（静岡・
朝霧高原）で開催

 ●87の国と地域から23,000人が集い、

開催された第13回世界ジャンボリー。内
閣総理大臣が名誉会長を務めるなど、政
府の協力を得て開催に至った大会では、
台風に見舞われるなどのハプニングもあ
りました。本大会には、皇太子（現天皇）・
同妃両殿下がおいでになり、スカウトを
激励されました。

	1971年	 第23回世界会議を日本（東京・プリンス
ホテル）で開催

	1972年	 日本連盟創立50周年
	1973年	 第1回日本アグー

ナリー（愛知・愛知
郡長久手）開催

	1982年	 日本連盟創立60周年

	1983年	 加盟員数ピーク、33万人を超える
 ●この年、加盟登録数は3,919こ団、

331,895人となり、日本連盟の歴史にお
いて最大規模を記録しました。

	1984年	 第1回シニアースカウト大会（宮城・南
蔵王）開催

	1986年	 ビーバー部門発足。
	1988年	 ｢おきて」を8か条に改正
	1989年	 昭和天皇大喪の礼にスカウト代表が

参列

⃝	 第18回日本スカウトジャンボリー
	 （100周年記念大会）
⃝	ボーイスカウト版子ども食堂
⃝	 記念ミュージアム
⃝	 記念表彰

⃝	 全国の大学にローバー隊設立
⃝	 100周年記念史の発行
⃝	 加盟員拡大および中途退団抑止
⃝	 100周年記念章の着用

特別記念事業 【100周年までに実施する事業】（抜粋）

きた経験をどのように活かせるかローバースカウト自身に考えてもらう
機会として、「スカウトと社会をつなぐ場所」という事業を開催しています。
ボーイスカウトでは当たり前にできることが、社会に出たら自分の強み
になることや、その逆もあるかもしれないということを、さまざまな企業
や団体の方から教えていただきます。日本連盟は、100周年に向け、よ
り多くの企業や団体とともに、青年世代が自身の将来を考える機会を提
供していきます。

キーワードは「活動的で自立したスカウト」
　日本連盟では、スカウト運動の根幹である青少年育成について、連盟
創立100周年に向けた長中期計画を策定し、推進しています。この計画
の中心が、「活動的で自立したスカウトを育てる」ということです。対外
的にはボーイスカウトへの認知を広げるPR 活動を行い、組織拡充を目
指して地域社会との連携強化を展開します。また、内部にあっては、コミ
ッショナー活動の充実を図ることで運営強化につなげ、教育面では「スカ
ウト教育法」を活かした活動を充実させるために、スカウト各部門の見直
しを進めています。

100周年記念事業の計画
　日本連盟では、創立100周年に向けた準備委員会を設置し、連盟創
立100周年記念事業のさまざまな計画を進めています。100周年の年
である2022年に開催する事業のほか、社会とより強くつながるために
100周年までの3か年で推進していく事業の展開などを予定しています。
　また、100周年を迎える2022年には、記念大会として第18回日本
スカウトジャンボリーを東京で開催します。
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	2005年	 年次全国大会開催を開始

	2010年	 日本連盟、公益財団法人へ移行
	2011年	 東日本大震災復興支援活動奉仕

	2011年	 ボーイスカウト
会館を東京・
本郷に移転

	2012年	 日本連盟創立90周年
 ●記念事業とし
て4つのプロジェ
クトを実施。前
年の震災を受け、
それぞれの隊で
防災教育にも取
り組みました。

	2012年	 全国ローバースカウト会議（RCJ）発足

	2015年	 第23回世界スカウトジャンボリーを日
本（山口・阿知須きらら浜）で開催

 ●日本で2回目の開催となる世界スカウ
トジャンボリー。155の国と地域から
34,000人が集まり、約2週間のキャンプ
生活を通じてさまざまな体験をし、国際
交流を図りました。

	2016年	 高萩スカウトフィールドの開拓を兼ね
たRCJ野営大会「RCJクエスト」を開催

	2017年	 山中野営場を閉場

	2017年	 大和の森	高萩スカウトフィールドをグ
ランドオープン

 ●山中野営場に代わる新たな野外活動の
場としてオープンした高萩スカウトフィー
ルド。グランドオープンと日本連盟創立95
周年を記念し、全部門が参加できる「日本
ジャンボレット高萩」を開催しました。

	2018年	 スカウト会館
を東京・下井
草に移転

年間、自身3度目となる国際宇宙ステーション（ISS）での長期滞在を予定
している野口さん。スカウトも指導者も区別なく、ボーイスカウトの仲間
が身につけているものと同じ100周年ワッペンを、宇宙に持っていって
くださいます。

未来に向かって
　日本のボーイスカウトは、加盟員減少の状況が続いています。ですが、
残念ながら退団者がいる一方で、新たに活動に参加する子どもたちは年
間約8,000人います。年間でこれだけ新たに参加する人が増え、全国で
活動を展開している団体は、ほかにはないのではないでしょうか。
　時代の変化とともに、子どもたちの家庭環境や生活スタイルも多様化
していますが、スカウト運動の目指すところは変わることなく、全国で活
動しています。ボーイスカウトが100年続き、その存在が認められてい
ることを、今活動している私たちが誇りに思い、次の世代へ伝えていく
こと、発展させていくことを使命とし、それぞれの地域と協力しながら未
来に向かって進んでいきましょう。

さんも実施いただいているのが、PR の一環として、制服や自分の持ち
物などに100周年記念章（ワッペン）を縫着することです。皆さんの制服
左胸（ビーバースカウトは右袖）には、この記念章が縫着されていますか。
「ボーイスカウトが2022年に100周年を迎える」ということを、広く世
の中に発信していくツールのひとつとして、ぜひ正しい位置に縫着した
制服を着て、活動に参加しましょう（この記章は有償にて頒布しています。ご

希望の方は所属県連盟にお問い合わせください）。
　また、日本連盟ホームページのダウンロードセンターでは、ロゴの使
用についてのガイドライン、ロゴデータを掲載しています。名刺や資料、
そのほかオリジナルグッズなどにもぜひご活用ください。

 ▶ 100周年ロゴが宇宙に !
　昨年の夏に開催した第17回日本
スカウトジャンボリーでは、ボーイス
カウト・アンバサダーでもあるJAXA
宇宙飛行士の野口聡一さんに、この
100周年記念章の特別版ワッペンを
贈呈しました。今年の年末から約半

	1990年	 制服の改定

	1993年	 全国ローバースカウト大会（北海道・札
幌）開催

	1995年	 全部門への女子加入承認
	1997年	 阪神淡路大震災の復興支援活動奉仕

 ●震災直後より、地
元のスカウト関係者
のほか、全国から奉
仕活動のために参加
者者が駆け付け、物
資の貸し出しや避難所生活支援、炊き出し
や入浴支援など、さまざまな救援活動を展
開しました。

	1997年	 日本連盟創立75周年中央式典（東京・
日比谷公会堂）開催

	1998年	 長野オリンピ
ック・パラリ
ンピック奉仕

 ●奉仕者の一
部は合宿体制
で取り組みま
した。
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スカウト100人超え
　1968（昭和43）年、川崎第39団カブ隊お
よびボーイ隊の第2隊として百合丘に誕生し、
翌年4月に分封して、正式に川崎第43団とし
て活動がスタート。
　かつては団ハウスと団のキャンプサイトが
あったが、今から15年ほど前にそれぞれの土
地を貸主に返却した。当時、団ハウスがなく
なることは痛手に思われたが、それを逆手に
取り、集散や活動をあえて人目につくところで
するなど、常に前向きに工夫と努力を惜しま
なかった。その結果、スカウトは減るどころか
徐々に増え、現在ではスカウト108人、隊指
導者48人の大所帯に。
　近年は、団委員会とビーバー隊とが連携し
て募集活動を展開。市の協力を得て地域の小
学1〜2年生に学校から案内を配布していただ
くほか、春は入学式、秋は区民祭で案内チラ
シを手渡しで配り、数週連続で毎週末に体験
プログラムを実施している。また、団の Web
サイトを充実させ、各隊の活動後にはその日
の内容を写真つきでブログなどにすぐに掲載
し、活動の見える化に努めている。それがス
カウトの保護者にも楽しさや安心感を与え、
口コミなどに繋がる。実際に、新規入団者は
案内チラシと口コミ、Web サイトからが1/3
ずつだとのこと。

本気で取り組む活動
　都会にも、川や山にも近い立地が、活動を
豊かにしている。ビーバー隊では、自分たち
で採ったドングリでクッキーを作ったり、川で
魚を採ったり、思う存分自然を体験する。カブ
隊は年に2回の山でのハイクに加え、長距離

ハイクや自然観察ハイクなど活発な野外活動
が多い反面、組集会などもきちんと実施。ボ
ーイ隊ではおよそ2か月に1度、キャンプやハ
イクを実施。7泊8日の夏季キャンプや年に2
回のオーバーナイトハイクなど、スカウト技能
を高める活動に日々取り組んでいる。特に1週
間に及ぶ夏季キャンプでは、長期だからこその
自由な時間もあり、スカウトからも好評。ベン
チャー隊は個人プロジェクトに加え、ボーイ隊
のオーバーナイトハイクの計画や、地区行事
などへの積極的な関わりを大事にしていると
いう。ローバー隊になると、各隊奉仕のほか、
自分が熱中できることにそれぞれが取り組む。

　さらにボーイ隊以上は、毎年地区で行うアメ
リカ・ボルチモア市（川崎市の姉妹都市）との交
流に参加することもでき、国際交流も盛んだ。
各隊、少しハードな活動をすることもあるが、
指導者が活動に本気で取り組み、本気で楽し
む様子を見て、スカウトたちもそれについてく
る。これも川崎第43団の伝統。

地域の輪を大切に
　有意義な活動のためには、資材や場所の確
保も重要。地元の香林寺と付属幼稚園から、
団倉庫の設置や活動場所の提供といった協力
を得ている。スカウトは除夜の鐘つきやお祭り
で奉仕しており、両者にとって良い関係を保っ
ている。このほか、ボーイスカウト以外の青少
年団体とともに構成する川崎市の青少年育成
連盟の一員として、市で開催するさまざまな行
事にも奉仕するなど、地域との関わりも深い。
　お世話になっている施設等だけではなく、
近隣団や他の青少年育成団体との連携によっ
て、より地域に根差した活動が行えるのだ。

発団50年。伝統を受け継ぐ活動と団結力

神奈川連盟  川崎第43団
　関東地方南西部に位置し、港町横浜、箱根駅伝や古都鎌倉、江
の島などで有名な神奈川県。その北東部、政令指定都市である川
崎市に、スカウト数が100人を超える川崎第43団がある。

お話を伺った皆さん。寒空の下、丁寧にいろいろなお話をし
てくださいました。

団結力を生む仕組み
　こうした活動を経て育っていったスカウトの
OB・OG 会や、保護者の OB・OG 会である
「よんさん		ゆりの会」がある。スカウト活動
から離れてもなお、親睦を深め、さまざまな
形で団への支援を続けてくれるという。
　さらに、川崎第43団には独自の仕組みがあ
る。各隊の活動をサポートする保護者のまと
め役である「父母キャップ」。保護者のちょっと
した質問や相談を集約したり、父母会（保護者

会）の進行役を担ったりする。
　また、お祭りなどで模擬店を出すなど、団
の活動資金に役立てる「プロジェクト」を実施
し、隊を越えてスカウト、指導者、保護者がひ
とつになる機会も大事にしている。

経験を活かして
　野外活動を主軸にした充実した活動と、全
員が一丸となる団の仕組み、地域との友好な
関係が、川崎第43団を築いてきた。しかし、
「人数が多いこと= 充実ではない」という団
指導者の皆さん。充実した活動は、それぞれ
の隊が担うべき役割を全うし、質の高い活動
を行うからこそのもの。各隊の指導者が熱心
に、かつ楽しむことが大切だという。
　50周年を機に就任した団委員長も、同団で
育ったスカウトOB。団委員長は「これからも
保護者の皆さんとともに、子どもも大人も楽
しめる活動を。より地元に根差した活動を推
進したい」と柔らかな口調で語られた。新たな
団委員長のもと、伝統を守りつつ、より充実し
た活動を重ね、川崎第43団は今後も成長し続
けていくだろう。
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スカウティングで得たこと
　足利第1団にビーバーからローバーまで所
属し、シニアー（現ベンチャー）では富士スカウ
トになりました。
　当時はスカウトの人数も多く、けっこう厳しく
鍛えられ、ストイックに活動をしていました。お
かげで、心身ともにだいぶ忍耐強くなりました。
　キャンプなどでみなさんも体験しているで
しょうが、物事がなかなか思うようにいかない
場合は、みんなでアイデアを出し合ったり、い
ろいろと工夫したりすることも学びました。
　ぼくの場合は中学、高校とクラブ活動（バレ

ーボール）をしていて、スカウト活動と二足の
わらじ状態。中学では生徒会長もしていたの
で、二足以上ですね。そのころから映画もよ
く観ていたので、けっこう忙しくしていたので
すが、なんとかやりくりしてうまくこなしてい
たと思います。この力は、仕事でもロケハン

［編集注：撮影場所を探すこと（ロケーションハンテ

ィング）］や撮影現場での演出や撮り方の工夫
など、今でもとても役に立っています。
　ボーイスカウトの特徴は、異なる年齢の子
どもの集団生活ですよね。そこで欠かせない
のがリーダーシップ。ぼくも学年が上がるご
とに組や班での役割が変わって、リーダーシ
ップを学ぶことができました。
　映画制作では50人を超すスタッフが関わっ
ているのですが、ぼくのリーダーシップが少し
でも発揮できているのであれば、足利第1団
の仲間たちに感謝です。

人とのかかわりで大切なこと
　異なる価値観を認め、多様性を受け入れる
ことが大事。それはボーイスカウト以外でもい
えると思います。
　今回の映画は、草刈正雄さん演じる元サラ
リーマン、佐野道太郎の定年退職後の悲哀と
感動を描いたもので、ひょんなことから参加し
た地元のラジオ体操会の仲間たちとの間で、
さまざまなドラマが起こります。この体操会
の会長が、いい塩梅でリーダーシップを発揮
しています。ぜひ、きたろうさん演じる体操会
の会長、神田義彦に注目してほしいです。
　神田さんはとある海辺の町の住人。毎朝6

時半に公園で集まる近所の人たちを前に、必
ず、「では、そこそこ元気に始めましょう!」と声
をかけ、ラジオ体操を始めます。この神田さん
の掛け声のもと、みんなが毎朝、楽しく体操を
続けます。もっとも、生真面で、しかも時間が
あり余っている佐野さんが、体操動作のマニュ
アルを作り、会のユニフォームまで提案して反
発を買ってしまうこともありましたが……
　実はこの神田会長には、地元のボーイスカ
ウトの団委員長という設定があります。便利
屋を営む彼の仕事場は、ロープやテントなど
野外活動の用品があふれていて、スカウトハ
ウスを兼ねています。地元の老若男女が集ま
れる場所を提供して、みんなの声に耳を傾け
る、そんな存在です。

作品に活かしたいこと
　指導者に恵まれたこともあって、ぼくはスカ
ウト活動から、忍耐や創意工夫などたくさんの
ことを学びました。中でも、この周りを受け入
れ活かすリーダーシップを大切にしています。
　神田さんのように多様性を受け入れるリー
ダーシップは、時にはフォロワーシップとして
現れることもありますが、決して簡単ではあり
ません。この、みんながそこそこ幸せになれる
コミュニケーション能力を、子どものころから
少しずつ身につけられるといいなと思います。
そのチャンスのひとつがボーイスカウトなんじ
ゃないかと、撮影をしながら思っていました。
　そして自分のことを振り返ってみると、年齢
や学校が異なる仲間と一緒にがんばった、隊
での活動はもちろん、日本ジャンボリーなど
で外国のスカウトとキャンプをしたことがいい
経験になったなと思います。それこそ多様性
を経験する絶好の機会でした。
　監督として、作品を通じて感じていただき
たいことはたくさんあるのですが、今回の作
品では、このあたりに注目していただけると、
キャンプでもハイキングでもないラジオ体操
の作品になぜボーイスカウトを登場させたの
かがわかっていただけるかと思います。
　これからも、スカウティングで得たものを活
かし、みなさんに見ていただけるすてきな作
品を監督していきたいと思っています。

　1978年、栃木県足利市生まれ。大学卒業後、映画美学校高等科在籍中に助監督に。12年間の助監
督時代を経て、2015年、故郷を舞台にしたオリジナル脚本の「ディアーディアー」で長編映画監督デビュー。
　さまざまなジャンルの監督作品はいずれも注目を集め、2018年11月公開の「体操しようよ」（主演・草
刈正雄）では、ラジオ体操会を舞台にした心温まるホームドラマを監督し、感動を呼んだ。作中にスカウト
たちをさりげなく登場させている。

菊き
く

地ち

健た
け

雄お

さ
ん

映
画
監
督

　スカウト経験は、その後の人生にとって大きな財産となります。映画監督とパティシエ、分野は
違えど、それぞれ第一線で活躍する先輩2人に、スカウティングとお仕事の話を伺いました。

「 からだでおぼえたものは
	からだからはなれない	はなれない」

（サトウ ハチロー）

OBインタビュー

Photo：菊池陽一郎
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キャンプでおなじみの飯ごう。
これを使ってケーキが作れる!?
　ケーキ作りは意外と簡単。基本は
覚えやすい［1：1：1：1］。バターと
卵、小麦粉に砂糖が同量ずつあれば、
ケーキができるんです。
⑴	卵に砂糖を入れて、しっかり混ぜ合
わせる。

⑵	バターを溶かして加えて混ぜる。
⑶	小麦粉を入れて混ぜる（こねすぎな
いように注意 !）。

⑷	飯ごうにふたをして焼く。

　飯ごうの代わりにフライパンとふ

たがあれば、厚めのホットケーキがで
きます !

［応用］ フルーツと砂糖があれば、
ジャムもできる !
　これも基本は［1：1］。飯ごうにフ
ルーツと同量の砂糖を入れて火にか
けると、簡単にジャムができます。

　5歳か6歳くらいのときに兄についていった
のがきっかけで、東京都内でカブスカウトから
始めました。親の転勤で東京から福岡、また
東京と3つの団を渡り歩きました。
　なかでも福岡県の春日第3団での活動は忘
れられません。駐屯地の近くだったので自衛
隊に協力してもらい、熊本の団と合同で2週間
くらいの自衛隊式のキャンプをした記憶があ
ります。朝起きてひたすらなわとび訓練をし
たりして、当時は「なんでこんなことをするん
だ」と感じていましたが、おかげで途中であき
らめない「忍耐力」が身につきました。これは
今でも役に立っています。私の仕事は、喜ん
でいただくために人に奉仕することだと思う
んです。そのためには人の何倍もできないと
いけないので、努力を続けます。

夢ではなく、目標をもつ
　スカウト時代から料理は得意な方でしたが、
当時は調理師やケーキ屋になろうとは思って
いませんでした。食道楽の父や親類に飲食業
関連の人が多かったことが縁となって結果的
にこの仕事に就きました。
　そもそも私は夢をもたないんです。夢とい
うと手の届かないことのような気がするので、

すべて目標にして、クリアすべきことだと思
って取り組みます。面倒なことや忍耐がいる
ことでも、それは目標を達成するプロセスと
して大切なことだと考えるんです。ちなみに、
設定するのは「70歳までにこれができている」
とかそういう目標です。ずっと自分のペース
で生きていきたいと思っているので。

自分自身がライバル
　私には「師匠」がいないので、すべて自分で
やってきました。フランスにやってきたときも
当時パリなんて全然流

は や
行っていなかったし、ま

してケーキも全然流行っていなかった。それ
でも、自分がやりたいことだから目標に向かっ
て努力しました。
　若い人に教えるときも、独立したときに役
立つようにとは考えないです。近道を教える
ことは、その人がやるべきことを奪うことにな
りかねないですし。
　スカウト時代、「自分に負けるな」と教えら
れました。当時の隊長が順位をつけない人で、
どのスカウトもなにかしらの最優秀になれまし
た。運動が苦手な子がハイキングで一番遅く
ても、「最後までやり切った。最優秀」とか。
　そのとき、1番ではなくても、やりぬくこと

　1968年東京生まれ、フランス在住。1989年に単身でパリに。有名店でキャリアを重ね、2001年にパリ6
区サンジェルマンに「パティスリー・サダハル・アオキ・パリ」を開店。その後も店舗を増やし、商品のモダ
ンさと伝統的な味が認められ、フランスのパティシエとして人気に。2007年に世界最高の菓子職人組織の
メンバーになるほか、多くの受賞歴を誇る。フランストップ5ショコラティエにも選出されるなど、今では世界
で注目される日本人パティシエに。

青あ
お

木き

定さ
だ

治は
る

さ
ん

パ
テ
ィ
シ
エ

試してみよう!

※飯ごうには最初に分量外のバターを
塗っておきましょう。焼き上がりにくっつく
のを予防します。

に価値があると気がついて。それから、「自分
がライバル」と思うようになりました。特にこ
の業界は人と同じではダメなので、つらくて
も極めるとか、目標を達成するために自分を
高めるための忍耐は、今でも惜しみません。

いつも相手のことを考えて
　日ごろから、困っている人に手を差し伸べる
タイミングや方法を大切にしています。誰か
が困っているとき、やってあげるのは簡単かも
しれないけれど、それって続かないんです。き
っかけを作って、大変でも自分で状況を変え
られるように手助けをすることが大切だと思っ
ています。カブ隊でも、くまスカウトがうさぎ
スカウトの世話をしますよね。後輩育成のとき
にもこういうことを伝えます。
　ボーイスカウトの活動では人とのかかわり
合いが深かったと思います。仲間の存在が大
きかったですね。絶対に一人ではできないよ
うなことでも、班で挑戦したらできる。大変な
ことを一緒にやってきたからか、今でも当時
のスカウト仲間のことは覚えています。「本当
の仲間」というか……
　今、活動している指導者やスカウトの皆さ
んも、仲間とともに訓練を積んで、自分の足
で得たものや目で見た情報を大切に活動して
ください。インターネットで得られる知識や人
の評価ではなく、自分が考えた評価を大切に。
自分がしてみたいことや気になることを一つ
ひとつ制覇してほしいです。
　そして、奉仕とはなにかを考えてほしい。余
っているものを人にあげるだけでは奉仕とは
いわないですよね。自分が苦しい状況であっ
ても誰かと共有できるとか、他者を優先でき
るような人になってほしいと思います。
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3月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

2月

1月

10月

12月

11月

2019年度日韓スカウト交歓計画
交流プログラム
1月12日（土）〜14日（月・祝）／神奈川・川崎市青少年の家

　日本と韓国のスカウトが、交流を通じて相互の国の歴
史や社会、文化、同年代の考え方などを知り、友好関係を
築く機会として開催。例年、日本連盟は
冬に「日韓スカウト交歓計画（韓国スカウ
ト招聘）」を、韓国連盟は夏に「韓日スカウ
トフォーラム（日本からの派遣）」を開催し
ます。

第62回ジャンボリー・オン・ジ・エア（JOTA）
／第23回ジャンボリー・オン・ジ・インター
ネット（JOTI）
 世界スカウト機構（ WOSM ）主催事業 

10月18日（金）〜20日（日）／全世界

【JOTA】世界スカウト機構が主催する公式国
際行事で、スカウトがアマチュア無線行事に
参加し、電波を通じて国内各地や外国のス
カウト仲間と交信し、お互いを理解し、知識
と友情を深めることを目的としています。

【JOTI】世界スカウト機構が主催する、世界のスカウトの
公式国際行事です。この「JOTI」は無線の代わりに、イン
ターネットを利用して、JOTAと同じく、情報を交換して
友好を深めようとするものです。

2018年度富士スカウト代表表敬
3月（予定）／東京

　富士スカウト代表表敬は、ボーイスカウト日本連盟創立
60周年記念事業として始まり、約40年継続して実施して
います。2018年度も文科省、首相官邸、および東宮御
所への表敬を予定しています。

第24回世界スカウトジャンボリー
 世界スカウト機構（ WOSM ）主催事業 

7月22日（月）〜8月2日（金）／アメリカ・ウエストバージニア州

　4年に1度開催される世界スカウトジ
ャンボリー。この大会は、世界最大級の
青少年キャンプ大会です。前回は2015
年に日本で開催し、今回はアメリカで開
催されます。世界中から参加するスカウ
トと野営生活を共にしながら、さまざま
なプログラムに参加します。

2019年度全国大会
5月25日（土）〜26日（日）／鹿児島・鹿児島市民文化ホール、他

　社会への本運動の理解を広めるとともに、加盟員の研
鑽の場、日本連盟と参加者の双方からの情報交換の場と
して全国大会を開催します。

全国防災キャラバン2019
4月1日（月）〜12月31日（火）（予定）／全国

　「そなえよつねに」の精神で、防災について考える機会
を一般の方々に提供することを目的として、全国のイオ
ンモール等で「全国防災キャラバ
ン」を実施します。全国キャラバ
ンは、イオングループの協力によ
り今年で5年目となります。

難民支援衣料回収プロジェクト2019
春：3月1日（金）〜6月30日（日）、秋：9月1日（日）〜10月31日（木）

（予定）／全国

　世界の難民の人々の半数以上が18歳未満の子どもで
す。この現状を受け、株式会社ユニクロとUNHCRと連
携し、難民支援のための衣料回収プロジェクトを春と秋に
実施します。衣料の回収にご協力ください。

スカウトの日
9月16日（月・祝）／全国

　毎年9月の第3月曜日は｢スカウトの日｣です。｢スカウ
トの日｣は、全国のスカウトと指導者が地域社会への奉仕
活動をはじめとしたさまざまなスカウト活動を、全国各地
域において一斉に展開することで、地域社会への貢献と
ともに、スカウト運動が地域社会に根ざした実践活動であ
ることを広く社会にアピールすることを目的としています。

富士特別野営2019
8月／日本連盟・那須野営場および大和の森 高萩スカウトフィールド

※実施時期、場所ともに現時点での予定

RCJ フォーラム2019
9月または10月／調整中

2019年の主な行事
（2018年12月15日時点）

※詳細、名称、ロゴ等は今後変更になる場合があります。

2019

2020

国立公園カーボン・オフセットキャンペーン
 世界スカウト環境プログラム

4月〜12月／全国

　全国の国立公園を訪れて、その貴重
な自然の中で環境について学び、公園
来場者に対して学習したことを伝える環
境啓発活動を行います。活動時期など
は、実施希望の隊、団、県連盟などから
の申し出により、各施設と調整します。

（日本連盟認定プロジェクト）
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2019年度 国際交流事業計画 2018年12月15日現在

No. 事業名
派遣予定期間（大会期間）

派遣の概要
募集対象

日　　 連
推薦締切派遣先（主な訪問先）

BS VS RS L
派遣予定人員

BS…ボーイスカウト　VS…ベンチャースカウト　RS…ローバースカウト　L…指導者
■ 個人による海外派遣

1
2019年度
カンダーシュテーク
夏季野営スタッフ派遣	※

奉仕期間	6月上旬〜9月上旬（3か月） カンダーシュテーク国際スカウトセン
ターにおいて、夏季野営スタッフとし
て奉仕する

○ ○
締切済

全

額

自
己
負
担

スイス／カンダーシュテーク国際スカウトセンター
若干名

2
2019年度
国際キャンプスタッフ計画
派遣	※

例：6月上旬〜9月下旬（2〜3か月） アメリカ連盟各地方協議会野営場に
おいて、夏季野営スタッフとして奉
仕する

○ ○
1/20

全

額

自
己
負
担

アメリカ合衆国各地（各地方協議会野営場）
若干名

3
2019年度
スカウト特別海外派遣
（霞会館補助事業）

個人プロジェクトによる
個人プロジェクトによる ○ ○ ○ 4/5

霞
会
館

補

助
個人プロジェクトによる
最大2人

4
2019年度
スカウト・オーストラリア
短期留学（学習旅行）派遣

例：7/22〜8/29（夏休み期間）

オーストラリアの高校に短期留学（学
習旅行）し、スカウト活動に参加する ○ 4/5

全

額

自
己
負
担

オーストラリア（メルボルン、シドニー、パース、キャ
ンベラ、ブリスベン等）

1〜2人

■ グループによる海外派遣

1 2019年度
フィルモント派遣

例：7/20〜8/8（7/23〜8/3）県連盟の計画による アメリカ連盟ハイアドベンチャーベー
ス・フィルモント野営場のトレイルに
県連盟で編成したクルーで参加する

○ ○ ○ 締切済
全

額

自
己
負
担

アメリカ合衆国／ニューメキシコ州	シマロン
クルー編成県連盟による

2 第24回
世界スカウトジャンボリー派遣

参加隊：7/21〜8/5、IST：7/19〜8/6

4年ごとに開催される世界スカウトジ
ャンボリー大会に参加する ○ ○ ○ ○ 締切済

全

額

自

己

負

担

アメリカ合衆国／ウェストバージニア州サミット・
ベクテル保護区
スカウト	1,008人、指導者	114人、IST･CMT	
113人		計1,235人

3 2019年度
韓日スカウトフォーラム派遣

韓国連盟と調整中（8月実施見込み） 両国スカウトによるスカウトフォーラ
ムと地元見学またはホームステイ等
の文化体験に参加する

○ ○ 4/5
（予定）

韓
国
滞
在
費
を
除
き

全
額
自
己
負
担

韓国
スカウト	18人、指導者	2人		計20人

4
2019年度
CJK ベンチャープロジェクト
派遣

3か国連盟で調整中（8月実施見込み） 台湾、日本、韓国のベンチャース
カウトを対象としたプロジェクトで、
2019年度は韓国で開催される

○ ○ 4/5
（予定）

全

額

自
己
負
担

韓国
スカウト	9人、指導者	1人		計10人

5
第21回オーストラリア
ローバームート（CBR	Moot）
派遣

12/30〜2020年	1/10
第13回アジア太平洋地域ローバー
ムートとしても開催される ○ ○ 6/10

（予定）

全

額

自
己
負
担

オーストラリア／キャンベラ
ローバースカウト	9人、指導者	1人		計10人

■ 国際協力プログラム

1 2019年度
CJK プロジェクト派遣	※

2020年2月中旬ごろ調査派遣を調整中 台湾、日本、韓国の3連盟ローバー
スカウトがカンボジアで国際協力プロ
ジェクトを行う

○ ○ 未定
全

額

自
己
負
担

カンボジア（調整中）
未定

●国際会議および指導者の研修のための海外派遣

1 第3回
世界スカウト教育コングレス

12/7〜10 ブラジルで開催される第3回世界ス
カウト教育コングレスに代表を派遣す
る

○ ○
関係会議を通じ
て案内（公募はし
ません）

ブラジル／リオデジャネイロ
若干名

●公募により実施する海外派遣事業
2019年度の派遣事業として日本連盟が募集要項を作成し、公募により派遣員を選考し実施する予定のものは下記のとおりです。

19歳以上
35歳未満（ ）
19歳以上
30歳未満（ ）

No. 名　称 期　間 内容・招へい国 対　象

1 2019年度
日韓スカウト交歓計画

2020年
1/11〜20
（調整中）

韓国のスカウトと交流プログラムに参加する BS、VS
韓国から40人程度、日本か
らは交流プログラム参加者と
して40人程度

2
2019年度
オーストラリア短期交換留学
スカウト受入

11月下旬〜
2020年	1月
下旬

オーストラリア連盟よりスカウトを受け入れる。日本
の高校に短期留学をし、スカウト活動に参加する

高校生年代の
スカウト

オーストラリアからベンチャー
スカウト1〜2人

●日本連盟主催外国スカウト受入事業

※印は海外派遣貸付金対象事業
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山梨・甲府第6団

東京・港第1団

　平成30年度の「新チャレンジ章」の実
施報告フォームは以下のとおりです。皆
さまからの報告をお待ちしております。

フィールドマスター
http://ur0.link/O1D9

セーフティー
エキスパート
http://ur0.link/O1Dg

フォレスト
ガーディアン
http://ur0.link/O1Dp

企業や団体とのタイアップによる
コラボレーションバッジ

カブスカウト対象

新チャレンジ章

　これまでに届いた報告では、それぞれ単体でプロ
グラムを実施するよりも、隊の年間計画のプログラ
ムと連携させたり、他のチャレンジ章と一緒に挑戦
したりする隊が数多くありました。
　チャレンジ章は、家庭や組の活動として挑戦する
ことができます。今回のプログラムについても同
様です。また、既存のチャレンジ章と関係が深いも
のもあります。新たなプログラムだけにとらわれず、
さまざまな活動と関連づけた取り組みを展開してく
ださい。

既存プログラム、
バッジへの取り組み奨励

兵庫・姫路第6団

大阪・守口第2団

フィールドマスター
宣言 !

 ● 正しく使えば、怖くな
いし、楽しい。

 ● 自分や友だちに怪我
をさせないよう注意す
る。

 ● ぼくはナイフなどのツ
ールを「人に向けない」

「ふり回さない」などを
守ります。

•	早くボーイ隊員になって自分のナ
イフを持ちたい。

•	メッチャカッコいいー !

•	ビクトリノックス・マルチツールは、
いろんなものが付いていて便利。

スカウトからの声

•	ビクトリノックスのマルチツール（ナイフ）をカブスカウトに
見せ、実習を通じて正しい使い方と便利さを教えること
ができた。

•	指導者、スカウト、保護者が一緒になって取り組むことで、
ナイフについての理解が深まった。

•	個人装備としてナイフを所持させるのは躊躇してしまっ
たので、リーダーのナイフ7丁を交代で体験させ、カッタ
ーナイフを隊備品として購入、全員に体験させるにとど
めました。刃物携帯はスカウトの憧れのひとつですので、
ボーイ隊への上進につながるプログラムになるようにし
ました。

指導者からの声

　昨年の春から数量限定で登場した3種類の新しいチャレンジ章。全国の隊で展開していただき、多くの反響
をいただいています。今号では、全国から届いたスカウトや指導者の皆さまの声を抜粋してご紹介します。
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大阪・大阪第70団

愛知・岡崎第1団

フォレストガーディアン
宣言 !

 ● 僕は、自然を大切にし
て、FSCマークもたく
さん見つけて、いいフ
ォレストガーディアン
になります。

 ● 紙の無駄遣いをしな
いでFSCマークのつ
いているものを使う。

 ● ノートや鉛筆など、ま
だ使えるものは最後
まで使い切る。

•	FSC の商品を学ぶことができ、次から買い物が楽しみだ。

•	お店に FSCマークがついた商品を探しに行ってみたが、
意外に少なくて探すのが大変だった。

•	今年度限定のチャレンジ章に挑戦できて嬉しい。さっそく
制服につけたがキラキラ光っている。

スカウトからの声

•	指導者も新たなチャレンジで、スカウトとともに新鮮な気
持ちで実施することができました。今後もこのようなチャ
レンジ章がたくさんできることを望みます。

•	スカウトの家庭で FSCマークを探して家族との会話を通
じて活動できたことで、保護者の参画とスカウト活動への
さらなる理解を得る機会となりました。

•	野外活動でいつもお世話になっている自然。年間の集会
を通じて「自然を守ろう」と意識していますが、森と私たち
の生活がこんなにも結びついていることを再認識させら
れた集会になりました。

指導者からの声

神奈川・川崎第46団

山梨・甲府第6団

セーフティーエキスパート
宣言 !

 ● 危険なところにはひと
りでいかない、ルール
を守る。

 ● 小さな友だちを守っ
てあげます。

 ●１週間に１度、家族み
んなで安全の日を決
めて、確認する。

•	いつも慣れている場所に、危険があると思わなかったけ
れど、もう一度確かめることの大切さを知りました。

•	自分が気をつけるだけじゃなく、周りの人にも教えてあげ
ないといけないと思った。

•	安全についてみんなで話したことが
なかったので、楽しく学習できた。

スカウトからの声

•	今回は「セーフティーエキスパート」単体で実施したが、既
存のチャレンジ章である「災害救助員」や「案内」と絡めて
もおもしろそうだと思った。

•	3回の活動の中で順次履修していきましたが、新チャレン
ジ章だけではなく、通常のチャレンジ章にも取り組む姿
勢が見られ、活動が活性化したと思います。

•	市内ハイキングをして、各組に安全について発表させる
形式を取りましたが、普段、意識しないことに着目して話
し合うのが新鮮だったようです。いい経験になりました。

指導者からの声

　今後も企業や団体と連携し、挑戦するスカウトがさまざまな気づきや学びを得られ
るよう、多様なテーマで開発していきます。全国の指導者の皆さまからの積極的なお
申し込みをお待ちしております。
　右記のとおり新しいチャレンジ章を公開予定です。右記日程をご参照いただき、日
本連盟ホームページの特設サイトからご確認ください。

※	数量限定につき、申し込み状況によっては、ご希望いただいてもパッケージをお送りできない場合
がございます。あらかじめご了承ください。

※	翌年度の取り組みの参考にしますので、パッケージが届きましたら11月末までに活動し、実施報告
をお願いいたします。

［予定］
サイト公開
2月上旬
応募期間
2月6日（水）〜2月20日（水）

結果通知
2月28日（木）までに順次
パッケージ発送
3月末までに順次
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　19日に行った開会セレモニーには、高萩市から大部市長、茨城県から
教育庁の小沼参事ほか、市内各小学校の校長先生など多くの来賓にお越
しいただき、植樹のためのスコップ入れの儀などを行いました。
　各日、50~65人ずつ地元高萩市の小学4年生と6年生が授業の一環と
して参加し、10人前後の班に分かれてネイチャートレ
イル、火起こし・テント張り体験、どんぐりと桜の植樹
に挑戦しました。
　移植ごて（片手で持つ小型シャベル）でやさしく植える
小さなどんぐりの苗は、明治神宮の森を守り育ててい
るNPO法人響

ひびき

から提供いただいたもので、響の佐藤

理事長ほかスタッフの方々が子どもたちへの指導
に来てくださいました。
　また、公益財団法人日本花の会からいただいた
大人の背丈ほどある桜の苗は、大きな穴にスコッ
プで大量の土を入れながら植える汗かき作業。子
どもたちは隣の班と競い合いながらスコップ作業
を楽しんでいました。
　さまざまな自然体験に加えて、どんぐりや桜の苗を植えることで、参加し
た地元の子どもたちにこの「大和の森」に愛着をもってもらう機会となりま
した。なお、今回植えた桜は順調に育てば5年ほどで花が咲く見込みです。

日 程：2018年11月19日（月）、20日（火）、22日（木）
場 所：日本連盟・大和の森 高萩スカウトフィールド
参 加 者：高萩市内2校の小学4年生と6年生 約180人

　運営の中心となって子どもたちにプログラムを提供してくれ
たのは、全国から有志で集まったローバースカウト。一緒にあそ
びながらいろいろ教えてくれるお兄さんお姉さんとして、子ど
もたちから頼りにされていました。また、今回の植栽活動のた
めに、野営場の整備や植樹用の穴掘り、土の運搬などの諸準備
には茨城県連盟から多くの指導者の方にご奉仕いただきました。

地元小学生を招いての自然体験活動教室。4年目となる今回は、高萩スカウトフィールドをリスや小鳥の集まるより豊
かな森に育てていく試みとして、どんぐりや桜の植樹にも取り組みました。

（公社）国土緑化推進機構「緑の募金」助成事業

しぜんとあそぼデイキャンプ
2018 in 高萩スカウトフィールド
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登録料改定に伴う自助努力
　日本連盟の財政改善のため、2019年
度より加盟登録料を値上げさせていた
だくことになりました（本紙25頁に関連記

事）。もちろんこの改定の是非から時期
や金額等については、財務委員会をは
じめとする日本連盟の諸機関で慎重な
検討を重ねてきました。
　全県連盟に、2022年の100周年に
向けた登録人数の目標設定をお願いし、
加盟員数の減少の流れをくい止め、少
なくとも検討の基礎となった2017年度
と同等の10万5千人台までの回復を目
指すこととし、その人数に基づいてある
程度安定的な財政状況を実現し得る額
として、2019年度から新たな加盟登録
料の導入を決めました。

　あわせて、当然ながら値上げ幅を最小限に抑えるべく、日本連盟の財
政に関するさまざまな改善の取り組みを実施することとしました。『日本
連盟100周年財政ビジョン提言書』の中では、「日本連盟自助努力によ
る経済効果策」の中の最大の項目が「国債の不動産化と本郷会館の賃貸
化」です。

日本連盟が所有している資産
　日本連盟の資産は、現預貯金や各種債権、土地、建物（本郷のビルや那

須野営場など）と、有価証券などがあります。
　有価証券のうち「利付国債」は6億円相当。これは一定の割合で利息
がつく安定的な証券ですが、利率は極めて低いものです。その意味では
資産をただ眠らせているような状態でした。
　一方、土地と建物にあたる本郷のビルは地の利も良く、優良な賃貸物
件となり得るとの評価を不動産業界から受けていましたが、我々がボー
イスカウト会館として使用していたため、賃貸料収入を得るわけにもい
きませんでした。
　そこで、眠らせていた有価証券を本郷のビルよりもコンパクトな不動
産に換えて本部をそこに移し、本郷のビルを賃貸に出すというプランが
生まれました。

資産の姿を変えて運用益を生み出す
　新しいスカウト会館の土地と建物の購入に新たな資金を投入したので
はなく、眠っていた有価証券を不動産に変えたというわけです。
　本郷の土地と建物も売却してしまったのではなく、引き続き日本連盟

の資産であり、その使い方を変えて大きな賃貸料収入を生み出すように
したのです。これに合わせ、本郷のビルを新たに「後楽園 SAJビル」と
命名しました。立地をより分かりやすく後楽園とし、その所有者がボーイ
スカウト日本連盟であることを示すために SAJビルとしました。賃貸料
による収益は年間数千万円を見込んでいます。

財団法人として基本に立ち戻ること
　「国債の不動産化と本郷スカウト会館の賃貸化」についての意思決定
がなされたのは、2018年2月の臨時理事会とそれに続く3月の臨時評
議員会でした。それぞれの会議ではプランに対する慎重な審議が行わ
れ、最終的には両会議とも「資産運用で利益を稼ぎ出すという財団法人
としての努力のスタートである」との財団法人の基本に立ち戻り、承認し
ました。

新しい本部のスタート
　本郷より少し不便な場所にはなりましたが、身の丈にあったつつまし
い建物であり、各種会議や事務局業務が2018年10月よりスタートして
います。11月にはスカウトショップが荻窪駅近くに開店し、12月には会
館内に小さいながらもスカウトライブラリーをオープンしました。東京に
お越しの際にはぜひお立ち寄りください。
　また、ペーパーレスをはじめとするさまざまな業務の効率化にも取り
組みながら、2022年の100周年に向けたボーイスカウト再興への道を
皆さんとともに進んでまいります。

　次号ではいよいよボーイスカウト再興のためのアクションの大きな柱
でもある「中途退団抑止」のための具体的な取り組みについてご紹介し
ます。

　東京都心部の文京区本郷に7年間置いた日本連盟事務局を、2018年10月、都心部からやや西の杉並区下井草に移転しました。東京駅
や羽田空港からの距離は延び、各地からお越しいただくには少しご不便をおかけすることになります。「財政難の時期にお金をかけて新しい
ところに引っ越し ?」「本郷のビルは売却 ?」などのご質問をいただくこともありますので、今回はこの移転の意図につきご説明いたします。

日本連盟創立100周年に向けて	

ボーイスカウト再興への道
シリーズ⑹	日本連盟事務局移転の意図

東京・文京区の後楽園SAJビル

東京・杉並区で始動した新しいスカウト会館
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セーフ・フロム・ハーム

セーフ・フロム・ハームの
取り組み

　日本連盟では、2017年度加盟登録時より本運動に加盟登録をし
ようとする18歳以上の隊および団指導者（副長補等も含む）は、事前に
「登録前研修」の受講を必修としました。2019年度の登録更新時に
も受講していただく必要がありますので、下記の URL より、登録前
研修に取り組んでください。また、2019年度においては、さまざま
な分野で奉仕をする機会の多いローバースカウト部門についても受
講を奨励していきます。なお、2020年度の研修からは、ローバース
カウトも必須とする予定です。

　インターネットへの接続環境にないなど、オンラインでの受講が難
しい方は、団関係者の協力を得て、ガイドブック、「登録前研修テキス
ト版」を日本連盟のホームページよりダウンロードいただき、研修に
取り組んでください。
　研修受講後、PDF の修了証が発行されますので、団所属の指導者
等は各団委員長へ報告し、修了証を提出してください。テキスト版で
受講する団所属の指導者等も研修後、同意書を各団委員長に提出し
てください。

　スカウト運動の質の向上を目指してセーフ・フロム・ハームを導入
してきましたが、各県連盟から「具体的な運用や対応方法が分かりに
くい」とのご意見をいただいており、セーフ・フロム・ハームのさらな
る推進を目指すため、『「セーフ・フロム・ハーム」県連盟対応ガイド
ライン』を作成しました。2部構成とし、第1部は、セーフ・フロム・
ハームの日常的な活動や学習方法についての記述と、県連盟におけ
る組織的な対応の準備として「県連盟内にセーフ・フロム・ハームを

担当する委員会」の設置をお願いしています。第2部は、セーフ・フ
ロム・ハーム問題発生時に、組織としてどのように行動するかを具体
的に示しています。
　2020年を目標に、ガイドラインに基づき、各県連盟において「セ
ーフ・フロム・ハーム」担当の委員会などが設置されるよう、準備を
進めています。

　現在、「セーフ・フロム・ハーム」・安全委員会では、ビーバースカ
ウト隊やカブスカウト隊の活動中に取り組めるような、カード形式の
活動ヒント集を作成しています。スカウト自らが考え、スカウト同士の

話し合いを通じて「気づき」を得ることを目的としています。春には完
成予定ですので、楽しみにお待ちください !

登録前研修について

県連盟でのセーフ・フロム・ハームへの体制づくり

「思いやりの心をはぐくむ教育」に関する資料の作成について

■フローチャート

日本連盟：セーフ・フロム・ハームのページ

https://www.scout.or.jp/sfh/
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　昨年の夏に開催した第17回日本スカウトジャンボリー（17NSJ）にお
ける、中央救護所の受診状況を基に作成しました。

救護所における事前準備
　17NSJは、12年前の14NJ
と同じ場所、石川・珠洲りふれ
っしゅ村鉢ヶ崎で開催しました。
今回は、14NJ での経験をふま
え、熱中症対策と薪炊事におけ
る切傷対策を考慮に入れなが
ら準備を進めてきました。

「セーフ・フロム・ハーム」・安全委員会

■野外活動のための安心・安全講座

資料 「17NSJ事故事例」

① 熱中症（脱水症含む）／初診件数153件［全体数の約30%］
　昼間の暑さはあったものの、夜間は比較的涼しく、また期間中の降雨
等により、疾病者数は比較的少なくすみました。
　また、期間中は会場に熱中症指標計を5台設置して観測。大会2日目
には危険数値に達したため、午後には大会本部が活動中止命令を発令
し、予防につなげたほか、経口補水液（OS-1）の配布や各サブキャンプに
おける救護所の設置により、重症度を軽減することができました。
　ただし、中央救護所の位置が会場の中心部でなかったため、搬送まで
の移動距離に差があり、若干の影響を感じられたことは否めません。

② 外傷／初診件数は84件［全体数の約15%］
　外傷者受診のうち、鉈

なた
などによる外傷は55件に及び、外傷受診件数

の約65%を占めました。特に炊事時間帯等に多く、ピークをむかえまし
た。外科医による縫合などの処置に努めましたが、腱に及ぶ深い傷のも
のは、会場外の支援病院に搬送し、対応していただきました（外部病院へ

の搬送は5件）。

③ その他
　今回、カウンセリングを設置したことで、長期間のキャンプ生活の不
安、心身の不調などによる救護所頻

ひんかい
回受診を軽減することができました。

特に、各サブキャンプでの対応が功を奏したといえます。
　一方で、指導者による応急手当てに関する考え方や対応の仕方に差
異がみられました。普段の活動の中でも対応できるように、指導者とし
て常に研

けんさん
鑽を積むことが重要になってくると思います。

　AEDは既設のもの以外に、大会として6か所に設置しましたが、使用
することなく大会を終えることができました。今回の大会では使用する
ことはありませんでしたが、万が一に備え、野外の大会においては、常
に準備しておくことが重要です。
　また、会場全体としての安全管理については、警備体制を整え、定点
での警備や巡回警備を行いました。特に、交通事故等は発生しませんで
したが、無許可車両の通行や場内速度違反車両が見受けられました。指
導者として、普段からルールの遵

じゅん
守
しゅ
を心がけていただきたいと思います。

大会期間中の中央救護所の受診報告

熱
中
症
・
脱

水
症

外
傷

熱
傷
・
火
傷

過
換
気
症

候
群

頭
痛
・
疲
労

呼
吸
器

消
化
器

循
環
器

脳
神
経

初診 153 84 12 20 28 50 71 1 13

再診 17 48 8 1 – 7 8 – –

スカウト
（18歳未満） 152 107 13 20 22 47 64 – 8

成人
（18歳以上） 18 25 8 1 6 10 15 1 5

男 113 100 24 6 19 38 48 1 10

女 56 31 1 15 9 19 28 – 3

場外受診
（重複傷病を含む） 3 8 – 1 2 1 3 – 3

整
形
外
科

（
外
傷
を
除
く
）

皮
膚
科

（
熱
傷
・
火
傷

を
除
く
）

泌
尿
器
科

耳
鼻
科

眼
科

婦
人
科

精
神
科

（
過
換
気
症
候

群
を
除
く
）

歯
科

そ
の
他

初診 10 92 7 12 14 5 2 5 4

再診 1 16 1 2 1 1 1 – 1

スカウト
（18歳未満） 8 69 – 13 10 5 – 1 1

成人
（18歳以上） 3 39 4 1 5 1 2 4 4

男 4 71 4 9 12 – 2 2 4

女 7 35 4 5 3 6 1 3 1

場外受診
（重複傷病を含む） 2 1 3 1 5 – – – 2

■ 受診者の受診日別頻度

■ 初診患者の傷病別頻度（1人の患者の複数にわたる傷病受診あり）

受
診
日

８
月
３
日

８
月
４
日

８
月
５
日

８
月
６
日

８
月
７
日

８
月
８
日

８
月
９
日

８
月
10
日

合
計

受診者数 8 41 129 92 128 129 111 9 647

初診 8 38 114 	78 94 108 80 6 526

再診 0 3 15 14 34 21 31 3 121

スカウト
（18歳未満） 0 29 104 71 102 99 89 6 500

成人
（18歳以上） 8 12 25 21 26 30 21 3 146

男 5 27 90 64 80 83 78 8 435

女 3 12 39 28 48 43 33 1 207

（   

　
）

年
齢
不
明
１
名

（   

　
）

性
別
不
明
５
名

再 診

初 診

19

2019
No.729

1

Safety



※	人数は、WOSMの最終更新
（2014年12月）に準ずる（日
本は2017年度末時点）

※	最終更新以降の加盟国は人
数未集計

※	掲載は各地域内で五十音順

※	アフリカ地域「スワジランド」が
「エスワティニ」に国名変更

創始者
ロバート・ベーデン-パウエル

（1857–1941）

インド 3,647,843
インドネシア 21,599,748
オーストラリア 68,350
韓国 149,356
カンボジア 16,608
キリバス 1,186
シンガポール 11,380
スリランカ 37,737
タイ 697,797
台湾 53,203
日本 104,086
ニュージーランド 18,440
ネパール 20,838
バングラデシュ 1,112,293
パキスタン 525,365
パプアニューギニア 4,955
東ティモール —
フィジー 10,175
フィリピン 1,934,255
ブルネイ 2,534
ブータン 24,496
香港 66,841
マカオ —
マレーシア 65,944
ミャンマー —
モルディブ 1,508
モンゴル 10,445

30,185,383人／27か国
事務局：フィリピン

アジア太平洋地域
Asia-Pacific Region

アイスランド 4,615
アイルランド 44,492
イギリス 530,999
イスラエル 83,332
イタリア 102,099
エストニア 1,341
オランダ 57,507
オーストリア 10,136
キプロス 4,667
ギリシャ 15,888
クロアチア 2,544
サンマリノ 260
スイス 23,298
スウェーデン 34,990
スペイン 63,424
スロバキア 6,826
スロベニア 6,143
セルビア 5,261
チェコ 46,190
デンマーク 42,927
トルコ 141,277
ドイツ 109,292
ノルウェー 17,840
ハンガリー 9,675
フィンランド 52,565
フランス 75,547
ブルガリア 948
ベルギー 103,275
ボスニア・ヘルツェゴビナ
 3,130
ポルトガル 80,681
ポーランド 35,697
マケドニア 1,467
マルタ 3,079
モナコ 360
モンテネグロ 1,268
ラトビア 872
リトアニア 1,820
リヒテンシュタイン 690
ルクセンブルク 6,282
ルーマニア 3,412

1,736,116人／４0か国
事務局：スイス

ヨーロッパ地域
Europe Region

アラブ首長国連邦 5,980
アルジェリア 4,150
イエメン 6,481
イラク —
エジプト 82,940
オマーン 12,847
カタール 4,528
クウェート 5,950
サウジアラビア 19,260
シリア 9,260
スーダン 14,682
チュニジア 18,494
バーレーン 1,790
パレスチナ 33,629
モロッコ 12,304
モーリタニア 3,724
ヨルダン 15,521
リビア 14,494
レバノン 14,533

280,567人／１９か国
事務局：エジプト

アラブ地域
Arab Region

アンゴラ 18,654
ウガンダ 116,054
エスワティニ 6,843
エチオピア 67,977
カメルーン 4,501
カーボヴェルデ 733
ガボン 3,736
ガンビア 18,422
ガーナ 3,818
ギニア 10,522
ギニアビサウ —
ケニア 1,026,364
コモロ 1,725
コンゴ民主共和国 71,443
コートジボワール 7,512
サントメ・プリンシペ —
ザンビア 7,396
シエラレオネ 15,074
ジンバブエ 6,731
セネガル 9,857
セーシェル 169
タンザニア 538,933
チャド 14,500
トーゴ 9,702
ナイジェリア 46,701
ナミビア 2,836
ニジェール 3,300
ブルキナファソ 11,528
ブルンジ 28,559
ベナン 7,225
ボツワナ 3,783
マダガスカル 50,464
マラウイ 12,810
南アフリカ 299,128
南スーダン 2,149
モザンビーク 21,487
モーリシャス 5,509
リベリア 2,418
ルワンダ 18,859
レソト 371

2,477,793人／４０か国
事務局：ケニア

アフリカ地域
Africa Region

アメリカ合衆国 2,816,513
アルゼンチン 62,343
アルバ —
ウルグアイ 1,968
エクアドル 6,022
エルサルバドル 3,309
カナダ 103,401
ガイアナ 399
キュラソー —
グアテマラ 4,905
グレナダ 1,367
コスタリカ 10,387
コロンビア 14,153
ジャマイカ 1,705
スリナム 756
セントビンセント・グレナディーン
 221
セントルチア 355
チリ 20,636
トリニダード・トバゴ 8,686
ドミニカ 1,100
ドミニカ共和国 1,513
ニカラグア 1,481
ハイチ 43,605
バハマ 1,443
バルバドス 2,334
パナマ 2,600
パラグアイ 1,086
ブラジル 69,924
ベネズエラ 14,123
ベリーズ 810
ペルー 8,254
ホンジュラス 1,953
ボリビア 7,126
メキシコ 41,480

3,255,958人／３4か国
事務局：パナマ

インターアメリカ地域
Interamerica Region

世界のスカウト人口
世界スカウト機構加盟国と加盟員数
　1907年にイギリスで始まったスカウト運動は、すぐに世界中に広まり、現在では約4,000万人のスカウトたち
が活動しています。スカウト活動が行われていないのは、アンドラ、中国、キューバ、北朝鮮、ラオスの5か国のみ。
スカウトの世界組織である世界スカウト機構（WOSM）には、169の国と地域のスカウト組織が正式加盟しています。

［正加盟］169の国と地域／［合計］ 約4,000万人

アゼルバイジャン 1,631
アルメニア 2,261
ウクライナ 1,195
カザフスタン 1,113
ジョージア 1,749
タジキスタン 1,062
ベラルーシ 1,041
モルドバ 2,050
ロシア 7,186

19,288人／９か国
事務局：ウクライナ

Eurasia Region

ユーラシア地域
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信仰奨励

信仰奨励委員会   町田 正照

カブ部門における信仰奨励について

　先日、地区のカブ部門の円卓会より依頼が
あり、「カブ部門における信仰について」とい
うテーマで、一緒に勉強してきました。ボーイ
部門やベンチャー部門には信仰奨励章や宗教
章がありますし、年齢的にも理解できるので
すが、カブ年代への指導に関しては悩みます。

　カブ部門の修得課目（カブブック）では、「う
さぎ」から「くま」まで最初の課目に「信仰とた
しなみ」があります。
　「うさぎ」では【笑顔】という項目で、食事の
ときに感謝をする、元気よく挨拶をする。
　「しか」では【感謝】という項目で、お世話にな
った人々について話し合う、感謝の手紙を書く。
　「くま」では【心がけ】という項目で、お寺や
神社、教会へのお参りをする、身だしなみや
言葉使いをスマートにする。
等の内容です。
　
　この【笑顔】【感謝】【心がけ】は、各学年
のカブスカウトが理解できる内容であり、こ
れを修得することが信仰へ繋がる第一歩だと
考えます。カブブックの履修だけではなく、集
会の中でこれらを意識した活動を行うことで、
スカウトの理解がより深まるものと思います。

　ある隊では、集会で「良いところ探し」という
活動をしています。各スカウトが、他のスカウ
トの良いところを探し、カードに書きます。そ
れを、スカウトごとに綴

と
じ、表紙をつけて「今

年の良いところ章」という表彰を行います。こ
の発表も工夫されていて、ゲーム感覚で楽し
く盛りあがります。人の良いところを探す、人
から良いことをしたと褒められる……そんな
ことが【笑顔】【感謝】【心がけ】へ繋がり、そ
して信仰へと繋がるのではないかと思います。
　ヒントは、集会の中でスカウツオウン・サー
ビスを頻

ひんぱん
繁に行うことです。例えば、2人で向

き合ってカブの握手をして、「相手の喜ぶこと
は何だろう」とか、「相手に助けてもらったこと
は ?」などを考えさせる等があるでしょう。
　ありがたいお話だけがスカウツオウン・サ
ービスではありません。タイミングを見つけ
ていろいろな方法で実施してみましょう!
　そして何よりも、指導者が明確な信仰をも
つことだと思います。明確な信仰に基づいた
言葉は、きっとスカウトに伝わると思います。

描くときには、これまた別
人のように何時間でもま
るで石のように固まり、
描くべき対象物に対し
て10時間でも20時間
でも、好奇心と観察する
集中力が持続するのです。
　今でもその好奇心と観察する集中力は旺盛
で、先日までふすま絵4枚［神木ガジュマルの巨
木］を2か月の間、ほぼ毎日のように15〜20時
間ぶっ続けで描き狂っていました。
　その集中するエネルギーはどこから湧き出る
かというと、それは野外における観察力です。
　その下絵とするスケッチに、4日間延べ40時
間を要したのです。一日10時間メモをとりなが
らその巨木ガジュマルと向き合うとき、風が吹
き、木の葉が揺れ、小雨が落ち、太陽が雲間か
ら突然輝き、汗ばむような陽射しに照らされ、ま
た風が吹く。小鳥が突然やってきて羽を休め、翼
の毛繕いをして、実をついばみ木の実をポロポ
ロ地面に落とす。
　そのときハッと気がつくのです。その巨木は
小鳥が落とした小さな木の実から始まり、若葉を
出し枝を伸ばして幾多の雨風に打たれ、焼けつ
く太陽の陽射しに照らされ、時に巨大な台風を
耐えしのび、折れた枝からまた新たな枝を伸ばし
て数百年の時を重ねて、今私の目の前に在るこ
とを。その生命のエネルギーを感じたとき、もう
筆は止まらず、一筆書きでどんどん描き進み、気
がつくと10時間の時が過ぎ去り、結果として一
枚の「絵」が描き残されているのでした。
　20数年前に出会った雄大なガジュマルの樹
を夢中でスケッチしたときの感動と興奮が蘇り、
［神木ガジュマルの巨木］に向き合った猪突猛進
的感覚が、私の筆を走らせたのです。そのエネ
ルギーは250分の1秒で写された写真では感じ
とることのできない感覚なのです。
　時として「猪突猛進とは、ひとつの物事に集中
し、その本質に向かって突き進む」と肯定的にも
捉えられるのです。
　感受性豊かな少年たちよ、野に出て五感を研
ぎ澄まし、この「命満ちあふれる世界」のすばらし
さを体感せよ。

　さて今年2019年はイノシシの年。ポテトチッ
プをつまみながらゲームばかりに夢中になるの
ではなく、「家猪」を卒業・脱出し、「野猪」の字の
如く野に出て大自然を満喫し、多くの感動を体験
しようではないか。

イラスト＆文：伊東孝志
いとうたかし／南国・無人島へのシーカヤック放浪旅をこよなく愛する、奄美大島生まれの小学 57 年生。ヤドカリを人生の師と仰ぎ、筆先に
北斎を見つめ、水彩の楽描（らくがき）を糧として、奄美・沖縄〜東京を拠点にアウトドアライフな、古今東西南北の日 を々漂流する。
●伊東孝志ブログ「道草楽描／みちくさらくがき」〜 http://michikusa-rakugaki.blogspot.com/

猪突猛進
野外へ飛び出せ!

　日本ではイノシシは「猪」と書きますが、中国で
は昔から「猪」は一般的にブタを表し、とくに家畜
の豚は「家猪」と表記され、対してイノシシは「野
猪」と表記し、まさに野生の動物なのです。
　イノシシの性格をたとえて「猪突猛進」という
言葉があります。
　多くは「周りや後先のことを深く考えず、勢い
にまかせてがむしゃらに突き進むこと」と、かなり
否定的な意味に捉えられています。これは一度
走り出したら真っ直ぐにしか走れず、簡単に曲が
ることができないという、人間が勝手にイノシシ
の行動を決めつけたところに起因した解釈です。
　無骨でドンくさいイメージのイノシシくんは、
実はとても神経質、恐がりで臆病な性格である
にもかかわらず、子どもを守るためなら大きなク
マにも突進体当たりするほど勇敢であり、なんと
全速力で走っているときでもクルッとどの方向へ
も転換できるほど運動機能が高いのですよ。
　子どものときから絵を描くことが大好きな私
は、物心ついてからズ〜ッと、先生をはじめ周り
の人から「落ち着きがない」と叱られていました。
小学生のときの通信簿に書かれる評価の書き出
しは、決まって「イトーくんは落ち着きがない」で
した。
　目の前のあらゆる出来事や物に対して興味と
好奇心が旺盛な私は、10秒たりともジ〜ッとし
ていられず、触ったり覗いたり、食べたり、踏ん
づけたりと、何かしら五感をフル動員して確認し
ないと気が済まない性格です。
　そんな落ち着きのない私でも、スケッチや絵を
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　今や世界169の国と地域に広がったスカウト運動。世界スカウト機構
（World Organization of the Scout Movement: 以下 WOSM）は、その
運動の基準となる『世界スカウト機構憲章』を制定しています。その重要部
分である「スカウト教育法」が2017年8月の第41回世界スカウト会議（ア
ゼルバイジャン）で改正されました。
　この憲章ではスカウト教育法の要素を8つ挙げています。今号ではウッド

クラフトに関係の深い「自然」という要素から、現在のウッドクラフトとスカ
ウティングの関係を確認してみましょう。
　テキストとしては、WOSM のホームページに世界会議の経過と決議「ス
カウト教育法の見直し」が詳しく載っています（英文）。日本連盟では、それ
を基にした資料『スカウト教育法』を、2018年12月に作成しました。近日、
日本連盟のホームページに掲載しますので、ご参照ください。

スカウティングとウッドクラフト❽

現代のスカウト教育法と
ウッドクラフト

「世界スカウト機構」の資料で確認する

『スカウティングの実践』より

世界スカウト記章（The	World	Emblem)

　スカウト教育法は、スカウト運動における教育方針の根幹をなすもので、一言でいえば、進歩す
る自己研

けんさん
鑽システムです。上の図にあるように、複数の要素が密接かつ相互に関係し、作用します。

　スカウト教育法の要素は、従来は7つでしたが、2017年第41回世界スカウト会議において新
たな要素（社会との協同）が加わり、8つとなりました。

スカウト教育法の要素

　「憲章」は「序文」で「現行のこの規約は、世
界的な協力、友情の精神のもとに、スカウト
運動の世界機構の運営の基準となるものであ
る」とうたい、以下「第1章　スカウト運動」の
第3条でスカウト教育法（The	Scout	Method）

を定義しています。その要素の英語表記は、

• The Scout Promise and Law, 
• Learning by Doing,
• Personal Progression,
• Team System,
• Adult Support,
• Symbolic Framework,
• Nature, 
• Community Involvement.

です。なお「憲章」は日本連盟が発行する『日
本連盟規程集』の巻末に和文で収録してあり
ます。

《世界スカウト機構憲章》と教育法
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『スカウティングの実践』より

　スカウト教育法の全体像と詳細については
右の参考テキストなどを読んでいただくことと
し、ここでは「自然」について一部を引用します
（原文はWOSMの会議資料。日本連盟訳）。まず、

　屋外で学ぶ機会。そのことを通して多種
多様な環境に馴

な

染
じ

むことができ、そうした
環境への理解が深まります。

と目的を述べ（文頭の「屋外」の原文は “in	the	

outdoors” なので野外を意味します）、

　自然とは、校庭、地面がコンクリートのキ
ャンプサイト、大都会といった人工的に築か
れた環境とは真逆の、森林、大草原、大海
原、連なる山々、砂漠といった無

む

垢
く

な環境
のことを指します。自然とはまた、ベーデン‐
パウエルが名付けたように、「果てしないも
の、遥かなる時の流れ、そして目に見えな
いほど小さいもの」が「融合した完全体」で
あり、人類はただそこに居候させてもらって
いるだけなのです。

と真の自然を見極めることとそれに接する人
類が謙虚であるべきと強調します。そして、よ
うやく、

　自然界には青少年がその知力・体力・感
受性・社会性・精神力を高める計り知れな
い可能性があります。それゆえ自然はスカウ
ト教育法には理想的な環境なのです。また
青少年にとって自然が冒険にあふれたもの

スカウト教育法の要素としての「自然」 

　野外で、安全に、しかも充実した自然学習の機会を得るには、ウッドクラフトの修得が必
要であることはいうまでもありません。現在では自然保護、環境保全が最優先となりまし
た。しかし、ベーデン‐パウエルがスカウト運動の創始者として唱えた、「ウッドクラフト」
（自然に関する知識・技能・心構え）の習得を奨励する、それが子どもたちの成長につながる
という、スカウト教育法の特性は、今も一貫して続いているのです。

　110年を超したスカウト運動。日本連盟の創立100周
年も近づいています。日本でもウッドクラフトは常に教育と
活動の柱となってきました。そして今、「スカウティングとウ
ッドクラフト」はどのように位置づけられているのでしょう
か。次号では、日本のスカウト運動の指針となっている「日
本連盟教育規程」の内容を基に、それを考えてみましょう。
　なお、次回が本連載の最終回（9回目）となります。

WOSM 発行の参考テキスト

原点に帰る本

　WOSM のサイトからも多くの情報が得
られるが、日本連盟（SAJ）が翻訳・発行し
た「スカウト教育法」に関する冊子を紹介
します。ただし、発行時期がかなり前なの
で、その点を考慮したい。いずれも英文併
記。「スカウトショップ」で発売中。

『ブッシュクラフト
	 ―大人の野遊びマニュアル』
2016年・誠文堂新光社発行／
定価2,700円（税込）

川口	拓

　「サバイバル」という言葉に、悲壮な、時
には血なまぐさいイメージが先行するよう
になってしまった昨今、少ない装備でキャ
ンプを楽しむ技能を指すものとして「ブッ
シュクラフト」という言葉が登場している。
「サバイバル技術で楽しむ新しいキャンプ
スタイル」という副題もついたこの本は、
おそらく日本で初めて「ブッシュクラフト」
を紹介し解説した先駆的な一冊。ていねい
に解説したスキルは、まさに「ウッドクラフ
ト」。スカウトにもお勧め。

『焚き火大全』
2003年・創森社発行／定価
3,024円（税込）／吉長成恭・中
川重年・関根秀樹	編

　火起こし、薪や道具、料理、伝承文化、
火と人間の歴史、環境教育など、あらゆる
事項を収録した焚き火の大百科。少し昔の
本だが、リーダー必読。団ルームに常備し、
ウッドクラフトの楽しさをおおいに学ぼう。

②	『基本原則』
1992年・WOSM、2002年・SAJ 発行／定価216
円（税込）

　日本の指導者研修では必読の冊子。最新
版は2016年7月刊。

③	『スカウティングの本質的特徴』
1998年・WOSM、2001年・SAJ 発行／定価420
円（税込）

　「世界スカウト機構憲章」に基づくスカウト
運動の主旨を解説。

④	『スカウティング:一つの教育システム』
1998年・WOSM、2004年・SAJ 発行／定価617
円（税込）

　教育法の各要素などについて詳しく解説。

①	『	スカウト指導者のためのアイディア
	 	 スカウティングの実践』
1996年・WOSM、2001年・SAJ 発行／定価420
円（税込）

であることは言うまでもありません。街中で
あれ、郊外であれ、また未開の地であれ、
自然に直接触れることで間違いなくスカウト
は多くのことを学ぶことが できるのです。

と、自然界が理想的な教育環境であり、それ
を利用することを勧めます。さらに、
	

　実は自然を利用するというこのスカウト教
育法の要素には、単に広大な野外で活動
するということ以上の意味があります。この
要素を活用することによって、自然をより身
近に感じられるようになり、自然界が与えて
くれる学びの機会が拡がりを持って増えて
いきます。そしてそれが青少年を成長させ
るのです。
　ベーデン‐パウエルは自然の教育的役割
について、森林を例に次のように言っていま
す。「君たちに目と耳さえあれば、森というも
のはたちまち実験室にも部活の場にも祈り
を捧げる寺院にもなるのです」。

と信仰心や人間性の成長にも触れています。
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2018年発生 自然災害への支援状況報告
　本誌前号（2018年11月号）では、「平成30年7月豪雨」における、全国の皆さまの支援活動状況について報告いたしました。本号
では、立て続けに発生した「台風第21号」および「北海道胆

い

振
ぶ り

東部地震」への支援状況をお伝えいたします。

　昨年発生した自然災害に対
し、全国各地で多くの街頭募金
が行われました。皆さま、ご協
力ありがとうございます。引き
続きご支援いただきますよう、
よろしくお願いいたします。

※	本頁では、日本赤十字社等への直
送分を含み、日本連盟に活動報告
をいただいている団等（2018年11
月30日受付分まで）を掲載しており
ます。

※	隊名や個人名等の報告でも、団名
の記載があった場合には団名で紹
介しています（敬称略、順不同）。あ
らかじめご了承ください。

■ 日本赤十字社等を通じて被災者に直接送られる義援金
 ¥600,154

【茨城】守谷1	【埼玉】桶川1	【千葉】八千代4、市原7、我孫子1	【神

奈川】横浜57、88、115	【石川】石川県連盟	【長野】松本1、2、4、
6	【岐阜】各務原2、岐阜1、可児1	【静岡】三島5、富士地区委員会
有志一同	【愛知】愛知ローバース会議	【滋賀】草津14、犬上1	【奈

良】北葛城1、生駒3	【兵庫】神戸8、16、53	【大阪】藤井寺4	【福

岡】福岡37

■ スカウト関係者からスカウト関係者に対する見舞金
 ¥54,470

【東京】江戸川3	【福井】福井連盟

■ ボーイスカウトによる支援活動をサポートするための
 災害活動支援金

現時点での報告はありません。

　2018年9月4日に日本に上
陸した台風。25年ぶりに「非常
に強い」勢力で日本に上陸し、
特に関西地方を中心に大きな
被害をもたらしました。

台風第21号

■ 日本赤十字社等を通じて被災者に直接送られる義援金
 ¥2,553,867

【北海道】帯広7	【宮城】泉1	【茨城】神栖1	【群馬】群馬町1	【埼玉】桶
川1、北本1、川口19	【千葉】大網白里1、八千代4、市原7、浦安2、
船橋14、我孫子1、東金1、17NSJ千葉7隊	【神奈川】横浜8、19、
43、57、88、100、107、115、116、川崎22、逗子1、神奈川連
盟	【東京】葛飾9、江戸川5、あすなろ地区RS	【石川】石川県連盟	

【長野】松本1、2、4、6	【岐阜】各務原2、岐阜1、可児1	【静岡】三島
5、吉田2、富士地区委員会有志一同	【愛知】岡崎1、豊田16、東海
1、愛知連盟所属RS有志	【三重】伊賀1、桑名3	【滋賀】草津17	【兵

庫】神戸8、16、28、53、尼崎7、姫路16、18、明石2、西宮10、阪
神さくら地区	【奈良】北葛城1、橿原8、生駒3	【和歌山】和歌山2、

21	【大阪】守口2、高槻5、茨木1、藤井寺4	【島根】大社1、浜田2	
【愛媛】松山30	【福岡】福岡19、37	【宮崎】宮崎5

■ スカウト関係者からスカウト関係者に対する見舞金
 ¥568,649

【神奈川】高塚	勇	【東京】江戸川3	【福井】福井連盟	【三重】鈴鹿1	
【兵庫】兵庫連盟

■ ボーイスカウトによる支援活動をサポートするための
 災害活動支援金

現時点での報告はありません。

　2018年9月6日未明、北海
道胆振地方中東部を震源に発
生した地震。北海道では初め
て最大震度7が観測されました。

北海道胆振東部地震

■ 日本赤十字社等を通じて被災者に直接送られる義援金
 総額¥7,623,335

【北海道】釧路地区	【宮城】泉1	【茨城】日立5、7、水戸5	【栃木】今
市2	【千葉】柏10	【神奈川】横浜133	【長野】松本1、2、上田5	【岐

阜】可児1、大垣11	【静岡】浜松12	【滋賀】蒲生2、大津20	【兵庫】

相生4、神戸70	【和歌山】和歌山2、14、18、19、21、22、海草1	
【大阪】門真1、藤井寺4	【鳥取】米子8

■ スカウト関係者からスカウト関係者に対する見舞金
 総額¥263,035

【福井】福井連盟	【三重】鈴鹿1	【和歌山】橋本2

■ ボーイスカウトによる支援活動をサポートするための
 災害活動支援金
 総額¥84,088

　2018年10月1日から11
月30日までに活動報告をいた
だいた団等を掲載するとともに、
義援金等の総額を報告いたし
ます（9月30日までの報告受付分
は本誌2018年11月号に掲載して

います）。

平成30年7月豪雨
募金等、活動報告のお願い

　日本連盟に届いた活動報告により、
使途を確認できた募金について掲載
しております。募金活動を実施した場
合は、直接日本赤十字社等へ送金さ
れた団も含め、活動報告の提出にご
協力ください。日本赤十字社の受付
延長に伴い、日本連盟でも募金の受
付を3月上旬まで継続いたします。		
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　この度、スカウト運動の質を向上し、その価値を社会に
発信して加盟員や支援者の増加を目指すため、2019年度
より加盟登録料の値上げを行うことになりました。
　新たな年度の加盟登録事務の開始に向け、各団には
2018年11月末に詳しい資料を送付していますが、あらた
めて成人加盟員の皆さまに新しい登録料の金額をご案内
いたします。
　なお改定の経緯等については、本誌2018年5月号の
「ボーイスカウト再興への道（3）登録料改定の真意」をご
参照ください。

　このほか、経済的な事由等により登録料の減免を受けて
いる団や隊もあります。これらの詳細については登録マニ
ュアルをご確認ください。

　この登録料改定による財政改善に基づき、さまざまな施
策に取り組んでまいります。加盟員の皆さまには負担増を
いただきますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

■ 新しい加盟登録料

スカウト	 4,000円

指導者	 8,400円	／同居者減免登録指導者		7,200円
	※それぞれ共済掛金900円を含む

非加盟員	 900円	（共済掛金）

団	 2,000円

隊	 2,000円
（団と隊の登録料は従来と変わりません）

■ 9月以降に加盟する場合の登録料（減額登録料）

スカウト	 2,250円

指導者	 4,450円	／同居者減免登録指導者		3,850円
※それぞれ共済掛金700円を含む

非加盟員	 700円	（共済掛金）

2019年度からの日本連盟加盟登録料について

　スカウト会館の移転に伴い、スカウトライブラリー・スカウトミュージアムを一時
閉館していましたが、2018年12月7日、新たな地でスカウトライブラリーを新装
開館しました。
　今までのライブラリー同様、過去に発行していたスカウト向け機関誌『スカウト』
や戦前からの貴重な書籍類、各県連盟や地区の活動広報誌や外国連盟などが発行し
た、さまざまな書籍をご覧いただけますので、ぜひお立ち寄りください。

スカウトライブラリー オープン !

 場 所  スカウト会館 1階
 〒167-0022 東京都杉並区下井草4-4-3

※	駐車場はございません。ご来館の際は、公共
交通機関をご利用ください。

 開 館 日  金曜日・土曜日・日曜日
 開 館 時 間  13:00〜17:00

⃝	寄贈のお願い

　スカウトライブラリーでは、ボーイスカウトに関するさまざま
なものの保存管理や研究、展示等を行っております。まもなく連
盟創立100周年を迎える日本のボーイスカウトの歴史を次世代
へ語り継ぐために、所有されているものでご寄贈いただけるも
のがございましたらぜひご検討ください。

※	お問い合わせは日本連盟事務局	組織・管理部へ。
	 TEL:	03-6913-6262
	 E-mail:	smsl-2012@scout.or.jp
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　岐阜第17団ボーイ隊の恒例行事「ハイパー・
スカウト・トレーニング」を男女7人のスカウト
で実施しました。
　今回で通算28回目を迎えたこのトレーニン
グは、スカウトの精神鍛錬と体力作り、そして
チームワークを養うことを目的として毎年行っ
ています。
　個人装備を携行し、岐阜県岐阜市内から同
郡上市高鷲町までの90㎞を1泊2日の移動

野営で踏破する過酷なトレーニングです。足
の裏には水膨れができたり、全身筋肉痛にな
ったりしてリタイヤ寸前の状態にもなりました
が、仲間との助け合いにより全員で無事にゴ
ールすることができました。
　道中、沿道の多くの方が声をかけて応援し
てくださり、それがスカウトにとって大きな励
みとなり、人の温かさを感じることもできま
した。

岐 阜 完歩しました
岐阜第17団　ボーイ隊隊長　坂本 浩之

　普段はあまり気にかけることのない近所の「無人駅」。駅があ
るからには何か魅力が隠れているはず。
　今回探検した無人駅は、知る人ぞ知るCMの撮影スポット。
田園風景を抜けて小高い丘を登ると、そこには前方後円墳。石
室の壁画で有名な虎塚古墳にたどり着きます。そこからさらに巨
木の森を抜けると、奈良時代の横穴墓群が。
　約1,500年前の世界とつながっている不思議な無人駅。改
札も券売機もないのに、昔の世界はスカウトを迎え入れてくれ
ました。

茨 城 むじんえきであそぼう
水戸第５団　ビーバー隊隊長　満仲 聡之

岐阜新聞（2018.9.28）

　昨年の夏、石川県で第17回日本スカウトジ
ャンボリーが開催されました。
　当団では、昨年11月17日から12月10
日まで、白山市福祉ふれあいセンターの一角
をお借りして「ボーイスカウトの夏　ジャンボ
リー記念特集展」を開催。ジャンボリーでの写
真や記念品の展示をしました。
　市民の記憶が風化しないうちに展示をする
ことで、より多くの一般市民の方に、ボーイス
カウトに興味をもち理解していただく機会に
繋がったかと思います。特に展示に際しては、
ボーイスカウト用語を使わずに説明文を付け

ることなどを心がけました。
　この展示の様子は北陸中日新聞の地方版ペ
ージにも掲載していただきました。

石 川 団の広報活動
松任第1団　団委員　若林 邑雄

北陸中日新聞（2018.11.22）
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　平成30年7月23日、千葉第18団は、長年の海岸清掃奉仕活
動が認められ、「海上保安庁長官表彰」を受賞しました。
　これは、平成13年度から18年間、地域への奉仕活動および環
境保護のために行ってきた、当団の活動エリアである「稲毛海浜公
園」人工海浜の清掃奉仕活動が、長年にわたり「海をきれいにする
活動」を実施してきた功績として海上保安庁に認められ、表彰につ
ながったものです。
　表彰伝達式は地元の千葉海上保安部で盛大に行われ、海上保安
庁長官の代理として千葉海上保安部長より、各隊代表スカウトに対
して表彰状が伝達されました。
　今後も海岸清掃のみでなく、地域への積極的な奉仕活動を継続
し、地域に根づいたスカウティングを行っていこうという思いを新
たにした日でした。

千 葉 海上保安庁長官表彰受賞
千葉第18団　ベンチャー隊隊長　村瀬 剛徹

　愛知連盟穂の国地区の田原第1団は、発団
から20周年を迎え、昨年11月4日、田原市
崋山会館に田原市教育部長はじめ多数のご来
賓をお招きするとともに、地区役員、地区友
団の指導者とスカウトが参加し、記念式典を
開催しました。
　当団は平成10年4月に加盟員51人で発団
し、気候温暖な田原市を中心に活動してきま
した。この20年間にはさまざまな苦労もあり
ましたが、ひとつの区切りを迎えることができ

たのも、地域の皆さんや地区の強力なご支援
の賜物と感謝しております。今後30年、40
年と永続的にここ田原の地でスカウト活動を
より活発に行っていくよう、今後も頑張ってま
いります。
　また、式典に続いて実施された地区ビーバ
ーカブラリーには、田原市のゆるキャラ「キャ
ベゾウ・キャベリン」も登場し、あいにくの天
候にもかかわらず、一般参加も含め400人近
い参加者が楽しく元気に一日を過ごしました。

愛 知 弥栄 !  田原第 1 団 発団 20 周年を迎えて
田原第1団　団委員長　足立 哲也

　私たち綾部第2団は、昭和43年に発団して50周年を迎えました。
　一つの節目として、記念式典の実施と50周年記念誌の発刊を
企画し、平成30年11月24日、団の名誉団委員長である綾部市
長はじめ、京都連盟や地区、綾部第2団OBなど多くの来賓を迎え、
ささやかながらお祝いの式典を行いました。
　スカウトから「せっかくの記念式典に並んでいるだけでは面白く
ない、活躍の場がほしい」という要望があり、式典後に来賓の「お
もてなし」ランチパーティーをしました。スカウトと保護者の皆さん
で「五大陸の料理」コーナーを作り、来賓の皆さんにはパスポート
とそれぞれの通貨を準備し、コーナー巡りをしていただきながらお
昼を楽しんでいただきました。
　少人数の小さな団ですが、スカウトはその一員として活動に参加
することへの想いを一層募らせ、また指導者も今後の拡大に向け
てより頑張らなければと強く決意した式典になったのではないかと
嬉しく思います。

京 都 発団 50 周年記念式典を挙行
綾部第2団　団委員長　猪岡 敏一

　日本における子弟教育の源泉は、藩校
や健児の杜などで行われていた。1907年
に英国で誕生したスカウト運動は、いち早
く我が国に伝来した。全国各地に起こった
少年団運動は、1922年に全国組織として
の誕生となった。第二次世界大戦の戦中・
戦後は苦難の道を辿りながらもいち早く再
建された経緯を綴った一大資料集である。
〜監修・学芸員		小町國市氏による帯の推薦文より

「 日本の少年団運動
 資料に見る黎明期の
 スカウティング」

五十野	和男		編著

　日本スカウト切
手・メモラビリアク
ラブの五十野氏編
著による、美しく
豊富な写真・資料
集（データCD付もあり）です。購入を希望される
方は日本連盟事務局までお問い合わせください。
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[ 北海道 ]
三 浦 　 　 武
森 　 豊
大 橋 　 和 子
経 森 　 　 等
長 岡 　 正 彦
B S 千 歳 1
B S 札 幌 2 6
B S 札 幌 2 2
BS札幌地区委員会
[ 青森 ]
黒澤　憲一郎
高瀬　厚太郎
川 島 　 　 明
照 井 　 大 観
今 　 淳
[ 岩手 ]
三 浦 　 弘 次
B S 水 沢 3
[ 秋田 ]
東海林　正雄
[ 福島 ]
増 子 　 惠 二
[ 茨城 ]
吉 永 　 行 輝
八 木 　 雄 二
菅 原 　 英 幸
[ 栃木 ]
小 平 　 栄 蔵
[ 群馬 ]
新 藤 　 信 夫
林 　 　 高 行
中 曽 根 　 秀
清 水 　 賢 次
小 暮 　 雅 丈
小 倉 　 豊 人
渡 辺 　 　 保
[ 埼玉 ]
相 川 　 宗 一
木 村 　 照 男
須 田 　 次 義
星谷　光市郎
安 藤 　 政 子
平 松 　 義 明
B S 久 喜 1

B S 久 喜 1 3
[ 千葉 ]
神 谷 　 義 文
中 村 　 光 伸
井 上 　 美 恵
菊 地 　 康 介
南 　 　 正 晃
榊 間 　 隆 之
堀 田 　 清 乃
[ 神奈川 ]
薬 袋 　 豊 夫
大 熊 　 重 男
小 野 　 康 雄
窪 田 　 雄 一
野本　千恵子
[ 山梨 ]
渡 辺 　 好 子
[ 東京 ]
原 　 　 善 定
古谷　真一郎
森 谷 　 治 男
松 原 　 秀 典
岸 　 伊 佐 雄
大久保　秀人
小 林 　 勇 市
山 口 　 　 陽
萩 原 　 泰 夫
山 﨑 　 常 雄
岡 田 　 勇 次
白 川 　 雅 之
山 口 　 雅 生
清 野 　 泰 浩
松 平 　 頼 昌
㈱ジーティーエヌ
[ 新潟 ]
大 野 　 嘉 彦
藤 塚 　 大 造
㈻新潟総合学院
㈱第一印刷所
第一建設工業㈱
(宗)弥 彦 神 社
[ 石川 ]
池 田 　 壽 男
山 本 　 敏 成
水 野 　 四 郎

林 　 矩 了 子
中 西 　 祐 一
木戸浦　信隆
[ 福井 ]
矢 村 　 賢 司
[ 長野 ]
宮 尾 　 　 正
赤羽　今朝男
[ 岐阜 ]
高 田 　 英 明
木 村 　 芳 郎
上 田 　 明 範
松 下 　 智 行
塩 屋 　 節 次
三 輪 　 常 夫
安 藤 　 和 雄
水野　ひさえ
金 子 　 佳 弘
日比野　正治
山 本 　 孟 資
浅 井 　 　 剛
B S 関 2
大 野 印 刷 所
名鉄観光バス㈱

岐阜支店
[ 静岡 ]
松 川 　 美 生
田 代 　 隆 昭
林 　 　 晴 二
川 島 　 一 郎
鈴 木 　 孝 治
畠 山 　 幸 喜
上 條 　 　 猛
杉 山 　 　 栄
大 川 　 靖 夫
高 橋 　 謙 一
齋藤　斗志二
花 畑 　 金 亨
村 松 　 武 博
鈴 木 　 隆 春
B S 磐 田 地 区
赤 沢 ク ラ ブ
[ 愛知 ]
北 川 　 吉 久
深 津 　 一 明

井 上 　 　 勲
小 泉 　 重 雄
波多野　俊彦
東 頭 　 信 夫
櫻 井 　 茂 生
今 井 　 芳 夫
水 谷 　 恵 至
近 藤 　 豊 兼
藤 牧 　 　 実
志 水 　 　 幹
岩 井 　 　 勝
佐 藤 　 慶 子
高 橋 　 謙 治
中山　和歌代
田 口 　 貴 敏
中 村 　 里 美
川 上 　 次 朗
稲 垣 　 徹 男
長谷川　榮一
浅 井 　 裕 己
渡 辺 　 光 雄
伊 藤 　 忠 弘
加 藤 　 禎 男
加 藤 　 　 修
串 崎 　 武 志
岩 田 　 英 明
宮 野 　 澄 夫
寺 部 　 匡 則
柴 山 　 　 力
B S名古屋2 2
B S 豊 川 4
B S 稲 沢 1 0
B S 半 田 7
B S 大 府 2
B S 岡 崎 1 3
BS岡崎3育成会
㈱ワールドハット
[ 三重 ]
高 橋 　 　 誠
金 山 　 和 代
永 田 　 真 二
澤 内 　 秀 仁
宇佐美　麻里
㈱津駅前パーキング
[ 滋賀 ]
山 本 　 健 二
湯 　 　 昌 美
[ 京都 ]
西 村 　 伸 次

風 間 　 　 優
田 中 　 公 郎
池 村 　 将 勝
樋 口 　 秀 明
篠 田 　 常 生
赤 瀬 　 由 貴
B S 京 都 6 5
同志社大学
スカウトOGOB会
秀 和 ㈱
[ 兵庫 ]
新 谷 　 義 明
山 田 　 明 良
倉 本 　 武 司
南 平 　 栄 一
荒 西 　 完 治
平 池 　 邦 夫
飯 田 　 洋 志
喜 田 　 浩 巳
鈴 木 　 　 武
井 上 　 通 泰
光 永 　 宣 之
富 永 　 和 也
片 山 　 邦 信
宮 田 　 委 宏
笠 原 　 章 雄
古 里 　 禎 章
木 村 　 伸 幸
高 橋 　 弘 之
片 山 　 紀 彦
植 田 　 和 彦
高 田 　 幹 生
南 波 　 芳 樹
加 藤 　 正 巳
伊 藤 　 健 児
杉 本 　 光 俊
野 上 　 一 恵
森 地 　 一 夫
池 田 　 純 雄
清 水 　 秀 彦
長 　 八 洲 翁
大 庫 　 俊 介
野 村 　 勝 美
山 村 　 利 勝
林田　平八郎
糟 谷 　 晃 弘
山 口 　 裕 子
讃 岐 　 　 等
長 澤 　 弘 之

三 谷 　 晴 彦
亀 山 　 　 隆
辰 己 　 　 豊
下 門 　 篤 弘
下 岡 　 光 治
田 中 　 正 憲
小 玉 　 一 夫
松 本 　 千 歳
丸 尾 　 洋 一
小 林 　 恭 子
永 井 　 裕 介
岸 上 　 敏 之
大 古 　 和 子
藤 川 　 晴 代
滝 川 　 修 介
中 道 　 真 介
江 村 　 淳 二
的 地 　 　 豊
宮 本 　 潤 子
B S 神 戸 4 7
[ 奈良 ]
高 橋 　 成 男
岡 本 　 　 聡
坂 口 　 幹 彦
唐 橋 　 　 聡
吉 田 　 甚 造
松 本 　 安 嘉
森 川 　 義 憲
井 上 　 武 史
B S 奈 良 1 9
[ 和歌山 ]
藪 上 　 正 美
堀 　 　 正 則
松 岡 　 脩 平
奥 田 　 雅 晴
塚 本 　 恵 照
畔 柳 　 　 勝
野 村 　 和 生
(医)いちご啓寿会
[ 大阪 ]
樽 谷 　 　 進
瀬 濤 　 康 匡
赤 塚 　 広 之
高見　篤志郎
谷 口 　 　 修
上 阪 　 　 功
伊 東 　 徹 二
BS枚方9育成会

[ 栃木 ]
飯 塚 　 哲 史
[ 千葉 ]
片 寄 　 朗
白 鳥 　 素 也
熊 谷 　 　 豊
片 平 　 紀 行
坂 口 　 昇 次
[ 神奈川 ]
河 野 　 正 明

[ 東京 ]
佐 藤 　 武 信
塩 川 　 晃 平
塩 月 　 崇 雄
[ 静岡 ]
牧 野 　 勲 夫
[ 愛知 ]
中 下 　 眞 一
鈴 木 　 　 勝

[ 奈良 ]
小 城 　 浩 充
[ 山口 ]
鶴 永 　 博 文
[ 宮崎 ]
山 本 　 卓 也
[ 日本 ]
木 本 　 史 郎
村井　はるか

[ 島根 ]
安 井 　 敦 子
池 田 　 昴 志
岩 田 　 春 子
㈲ 杉 原 本 店
[ 岡山 ]
岡 本 　 猛
平 井 ビ ル ㈱
[ 広島 ]
沖 　 　 純 次
小鷹狩　正八
中 川 　 元 慧
福 島 　 達 暁
松 島 　 岩 樹
酒 井 　 幸 雄
山 﨑 　 壽 之
貝 原 　 　 勝
森 本 　 正 彦
西 田 　 弘 展
工 田 　 　 隆
河 内 　 芳 則
山 下 　 満 芳
大 下 　 賢 一
伊 藤 　 雅 哉
高 橋 　 正 明
[ 山口 ]
清 綱 　 秀 信

[ 徳島 ]
楠 本 　 育 生
[ 香川 ]
松 平 　 賴 武
大 西 　 栄 生
田 所 　 祐 三
山 口 　 和 夫
香 川 　 芳 文
[ 福岡 ]
井 手 　 直 秀
井 手 　 明 子
辻 　 　 浩 一
御 田 　 良 知
藤 　 　 玄 洋
熊 本 　 幸 雄
阿津坂　秀人
伊藤　紀久美
坂 本 　 宣 由
BS筑紫2育成会
BS福岡15育成会
筑紫農業協同組合
[ 長崎 ]
大竹山　栄子
林 　 　 孝 重
[ 大分 ]
佐 藤 　 公 一
[ 宮崎 ]
豐 秀 　 昌 彦

BS宮崎連盟スカウト
クラブ「かよう会」

[ 鹿児島 ]
和 田 　 貞 則
ネッツトヨタ鹿児島㈱
[ 沖縄 ]
湧 川 　 昌 秀
新 城 　 信 武
古 屋 　 政 美
宮 里 　 啓 和
[ 日本 ]
尾 上 　 修 平
渡 邊 　 富 昭
山 口 　 英 一
武 井 　 重 利
枝 村 　 浩 平
浄土真宗本願寺派
スカウト指導者会
㈲ニシハタ繊維工芸
キッコーマン㈱
㈱インターナショナル･

ビルメンテナンス
T S P 太 陽 ㈱
㈱ 仙 台 銘 板
池 田 建 設 ㈱
セイコーホールディングス㈱

スカウト運動を財政面からご支援いた
だいている個人・法人会員の方々です。維持会員（敬称略）

2018年9〜10月度ご支援ありがとうございます

マンスリーサポート維持会員
毎月1,000円から、クレジットカードでの自
動引き落としによる維持会費のお支払いが
可能です。
https://www.scout.or.jp/
kifu/index.html
9〜10月に入会または1年継続された方々です。

　2020年、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催同年に、第13回日本ア
グーナリー（13NA）を開催します。アグーナリーは、特別な配慮が必要なスカウトと健
常スカウトが、配慮の有無や老若男女に関わらず、キャンプ生活を通じて「共生社会」の
実現を目指し開催する、4年に1度の国際障がいスカウトキャンプ大会です。
　大会開催に向け、今後、さまざまな情報をお届けしてまいります。

■ 会 　 場 福島・国立磐梯青少年交流の家
■ 主 　 催 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟
■ 大会期間 2020年8月12日（水）〜16日（日）／4泊5日
■大会規模 1,200人（予定）
■ テ ー マ ｢We Can ! ふかめよう友

ゆ う

情
じょう

! ひろげよう絆
きずな

!」

■大会ロゴデザイン募集 !
　大会のシンボルとなるロゴデザインを
公募します。採用作品は、大会参加章や
記念品、ホームページや各種資料等に
使用します。応募要項等の詳細は、ホー
ムページ等をご確認ください。
　皆さまからの多くのご応募をお待ちし
ています。
締め切り	3月25日（月） ※日本連盟必着

■現地説明会の開催
　本年の夏に現地説明会の開催を予定
しています。第13回日本アグーナリー
への参加を希望する指導者が会場へ集
い、会場施設の視察と生活やプログラム
等の計画についての説明、参加者相互の
情報交換、13NAへの参加や活動の取り
組みについての意見交換をする予定です。
　詳細な日程や申込方法等は、今後、ホ
ームページ等でご案内いたします。
日 程 8月11日（日・祝）〜12日（月・振）

会 場 福島・国立磐梯青少年交流の家

2020年開催

第13回日本アグーナリー
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12月中旬までの会議・研修など
10月

 8日 （月） 〜 21日（日）
   ● 第9回アジア太平洋地域スカウトフォー

ラム派遣（フィリピン）
 9日 （火） ● 理事会（第2回）
 11日 （木） ● 信仰奨励委員会（第2回）
 13日 （土） ● 全国防災キャラバン2018（千葉）
 14日 （日） ● CJK事務局長会議（フィリピン）
   ● 全国防災キャラバン2018（秋田）
   ● ボーイスカウト流子ども食堂（東京）
 15日 （月） 〜 20日（土）
   ● 第26回アジア太平洋地域スカウト会議

（フィリピン）
 19日 （金） 〜 21日（日）
   ● 第61回ジャンボリー・オン・ジ・エア（JOTA）

／第22回ジャンボリー・オン・ジ・インタ
ーネット（JOTI）

 20日 （土） ● 「セーフ・フロム・ハーム」・安全委員会
（第3回）

   ● 全国防災キャラバン2018（栃木）
 20日 （土） 〜 21日（日）
   ● スカウトソング特別委員会（第2回）
   ● 茨城県委託事業 第1回小学生キャンプ
 21日 （日） ● 全国防災キャラバン2018（茨城）
   ● 全国防災キャラバン2018（神奈川）
   ● 全国防災キャラバン2018（熊本）
 24日 （水） ● 茨城県立高等学校 野外活動受入事業
 27日 （土） ● 指導者養成委員会（第3回）
   ● 国際委員会（第3回）
 27日 （土） 〜 28日（日）
   ● RCJ運営委員会（第3回）
   ● 茨城県委託事業 第2回小学生キャンプ
 28日 （日） ● 全国防災キャラバン2018（山梨）
   ● 全国防災キャラバン2018（神奈川）
   ● 全国防災キャラバン2018（京都）

11月

 3日 （土） ● 全国防災キャラバン2018（千葉）
 3日 （土） 〜 4日（日）
   ● 第13回日本アグーナリー実行委員会（第

1回）
   ● 全国県連盟コミッショナー会議（第2回）
   ● 茨城県委託事業 第3回小学生キャンプ
 4日 （日） ● 中途退団抑止特別委員会（第3回）
   ● 全国防災キャラバン2018（山形）
   ● 全国防災キャラバン2018（佐賀）
   ● SCOUT SHOP TOKYOオープン
 6日 （火） ● 運営会議（第7回）
 10日 （土） ● プログラム委員会（第3回）
   ● 社会連携・広報委員会（第3回）
   ● 第22回全国スカウトフォーラム運営委

員会（第2回）
   ● 茨城県委託事業 NEALインストラクタ

ー養成講座（演習Ⅱ）
   ● 全国防災キャラバン2018（千葉）
   ● 全国防災キャラバン2018（長野）
 10日 （土） 〜 11日（日）
   ● 全国組織拡充担当委員長会合
   ● 日本連盟ディレクター会議（第4回）
   ● スカウトソング研修会（熊本）
 11日 （日） ● 団支援・組織拡充委員会（第3回）
   ● 全国防災キャラバン2018（新潟）
   ● 全国防災キャラバン2018（大阪）
   ● 全国防災キャラバン2018（長崎）
 12日 （月） 〜 14日（水）
   ● 第9回 世界スカウト国 会 議 員 連 合

（WSPU）総会（タイ）
 17日 （土） 〜 18日（日）
   ● 全国事務局長会議
   ● 「出会いと体験の森へ」事業（第7期）
 18日 （日） ● 全国防災キャラバン2018（青森）
   ● 全国防災キャラバン2018（秋田）
   ● 全国防災キャラバン2018（千葉）
   ● 全国防災キャラバン2018（石川）
   ● 全国防災キャラバン2018（山口）

   ● 全国防災キャラバン2018（福岡2会場）
 19日 （月） ● しぜんとあそぼデイキャンプ2018
 20日 （火） ● しぜんとあそぼデイキャンプ2018
 22日 （木） ● しぜんとあそぼデイキャンプ2018
 22日 （木） 〜 25日（日）
   ● ウッドバッジ実修所VS課程第30期
 23日 （金） ● 第17回日本スカウトジャンボリー実行委

員会（第13回）
 23日 （金） 〜 25日（日）
   ● 団委員実修所第22期
   ● 団委員実修所第23期
   ● 団委員実修所第24期
   ● 団委員実修所第25期
 24日 （土） ● 平成30年度荻窪ミーティング
   ● 全国防災キャラバン2018（東京）
 25日 （日） ● スカウト教育推進会議（第3回）
   ● 全国防災キャラバン2018（千葉）
   ● 全国防災キャラバン2018（福岡）
 26日 （月） 〜 1月12日（土）
   ● オーストラリア交換留学生受け入れ
 27日 （日） ● 100周年記念史編纂委員会（第12回）

12月

 1日 （土） ● 第24回世界スカウトジャンボリー隊長
会議（第1回）

   ● 全国防災キャラバン2018（宮城）
 1日 （土） 〜 2日（日）
   ● 第24回世界スカウトジャンボリー派遣

団本部会議（第1回）
 2日 （日） ● 第24回世界スカウトジャンボリー IST

準備訓練（第1回）
 4日 （火） ● 運営会議（第8回）
 8日 （土） ● 日韓スカウト交歓計画スタッフ打合会
 8日 （土） 〜 9日（日）
   ● 県連盟ディレクター研究集会
   ● RCJ Re:Quest実行委員会（第5回）
 9日 （日） ● 全国防災キャラバン2018（鹿児島）
 16日 （日） ● 全国防災キャラバン2018（滋賀）
   ● 全国防災キャラバン2018（島根）

■部門 「少年の部」撮影者が中学生以下、「青年・成人の部」撮影
者が高校生以上  ■サイズ サービス判以上四つ切り以下  ■応募方法 

写真の裏に応募用紙を貼って送ってください。 ■審査委員長 田沼武能氏（写真家）  
■主催 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟  ■発表 本誌2019年5月号に掲載
予定（入賞者には直接通知します）  ■応募上の注意 ○保護者の方が応募される
際は、お子さんの所属団と隊名、役務に「保護者」とご記載ください。○応募作品は、
2018年1月以降に撮影した未発表のもので、肖像権を有する人物および建築物な
どが写っている場合は、応募に際し、権利者（未成年の場合はその保護者）の了承
を得てください。なお、被写体となった方の個人を特定できないよう、名札類や団号
章などは画像に処理加工を施す場合があります。 ○応募作品は返却いたしません。 
○データのみの応募は受け付けできません。 ○入賞作品は、データの提出をお願い
しますので、必ず連絡のとれるメールアドレスや電話番号をご記載ください。 ○応募
作品は、入賞発表のほかに日本連盟の印刷物等に掲載することがあります。  ■応
募先 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局 社会連携・広報部

【締め切り／2019年2月28日（木）当日消印有効】

　全国ボーイスカウト写真コンテストも、今回で46回を数
えることとなりました。仲間と一緒にスカウト活動を楽しん
でいる様子を写真に収めてご応募ください。たくさんのご
応募、お待ちしています。

テーマ／ボーイスカウト
サブテーマ：｢笑顔｣ ｢野外活動｣「友情」　※少年の部はテーマ自由

※点線で切り取って、写真の裏に貼ってお出しください（コピー可）。【応募用紙】✃

第46回 全国ボーイスカウト写真コンテスト 応募
部門 少年の部 ・ 青年成人の部

タイトル

（フリガナ） 年齢

歳

住所  〒
都 道
府 県

市 区
郡名前

連
絡
先

電話番号 メールアドレス

作品についてのコメント

ボーイスカウト加盟員は記入

登録番号 :　　　　　　　　　　　所属 :　　　　　　第　　　団　　　　隊　　役務

2/28（木）しめきり

全国ボーイスカウト写真コンテスト作品募集
第46回 
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新 春 弥 栄

謹賀新年 京都連盟創立104年
日本連盟 参与
京都連盟 相談役
京都第77団団委員

羽 生 田 　 寂 裕

輝く未来に向けて、目標を達成しましょう!

橋 本 　 貢
日本連盟評議員
広島県連盟理事長
広島第30団団委員長

賀正

代表幹事
副代表幹事

〃
〃
〃

沢　田　悦三朗
阿 部 猛 郎
鴻　巣　栄太郎
後 藤 芳 昭
杉 村 　 直

石 澤 英 輔
笹 島 　 洋
山 本 隆 夫
石 澤 英 輔

会 計
監 査

〃
事務局長

千葉県エバーグリーンスカウターズクラブ

= 会 員 一 同 =

ボーイスカウト沖縄県連盟浦添第3団

〒901-2103 沖縄県浦添市仲間3-4-3
TEL 080-1746-1401  saj-okiura3@nirai.ne.jp

発団35周年  スカウト増員計画実行中!

団委員長 城 間 　 剛

横浜第87団団委員長
神奈川連盟みなと地区協議会長
国際スカウト・ロータリアン APR 委員長
国際カトリック・スカウト財団副理事長

鈴　木　武　道
〒244-0817 神奈川県横浜市戸塚区吉田町1098
tobysuzuki@gmail.com   http://tobys.co.jp

謹賀新年

 東京連盟副連盟長 日本連盟理事
 昭島第一団団委員 名誉会議議長

謹賀新年

辰 野 　 勇

ボーイスカウト日本連盟 評議員
大阪ボーイスカウト振興協会 評議員

長　澤　好　之

謹賀新年

世界救世教  管長

活動的で自立したスカウトを育てよう!

増 田 秀 夫

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 理事
「セーフ・フロム・ハーム」・安全委員会 委員長

「思いやりを育む教育」を進めよう

ボーイスカウト日本連盟 特別顧問

樋 口 武 男

謹賀新年

石 上 智 康

ボーイスカウト日本連盟  顧問
浄土真宗本願寺派  総長

大 谷 光 淳

ボーイスカウト日本連盟  特別顧問
浄土真宗本願寺派  門主

謹賀新年

創立７０周年記念行事を展開中の横浜第３団

武 　 井 　 重 　 利
神 奈川連 盟 先 達

E-mail: jl-takei@jcom.zaq.ne.jp

賀 正

ボーイスカウト日本連盟 特別顧問

渡 　 文 明

謹賀新年

日本連盟 理事・プログラム委員長

榊  原  孝  治

謹賀新年

日本連盟顧問・創立100周年記念史編纂委員長

鈴 木 國 夫

「先人にまなぶ」シリーズ全3作
歴代総長、先哲、中村知 にまなぼう

賀正

荒　尾　雅　也
東京連盟目黒第7団団委員
ボーイスカウト日本連盟 相談役
世界スカウト財団理事

奉賀新年

ボーイスカウト日本連盟 理事・信仰奨励委員長

村 上 智 真

スカウトたちに宗教章を！

愛知連盟 理事長

永 井 　 淳

謹賀新年

スカウティングの価値を再確認致しましょう！

水 野 正 人
公益財団法人ボーイスカウト日本連盟
副理事長

スカウト運動の活性化は
　　　より良いスカウトの育成にある。

新 藤 信 夫
ボーイスカウト日本連盟 顧問
ボーイスカウト群馬県連盟 副連盟長

愛知連盟 連盟長

岡 谷 篤 一

謹賀新年

環境共育グループ  ビスタワールド

E-mail  vistaiwao@world.ocn.ne.jp

迎 春 彌 榮
さわやかな世界を創りましょう

矢 島  巖主 宰

森 屋 　 啓

ボーイスカウト日本連盟 評議員
千葉県連盟名誉会議議員  市川･浦安地区協議会長

賀 春   “地域力だ! ボーイスカウト”

運動の真価を浸透させましょう !

子供は家庭･学校･地域の正三角形
の真ん中で育つ権利があります。

日本ボーイスカウトアマチュア無線クラブ

問い合わせ  柳 staff@ja1yss.org
奈良・鹿児島で開催される会合でお会いしましょう。

会 長

副 会 長

松 平 賴 武
西 　 田 　 　 徹 　

ボーイスカウト日本連盟

常務理事 山 内 直 元
常務理事 膳 師 　 功
常務理事 佐 野 友 保

謹賀新年

活動的で自立したスカウトを育てる！

新春弥栄新春名刺交換
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事務局／〒719-0111  岡山県浅口市金光町大谷320  金光教本部教庁内  電話／0865-42-3111  FAX／0865-42-3140

金
光
平
輝

西
川
良
典

金
光
清
治

木
村
広
男

萬
野
真
信

阿
部
道
生

萬
野
信
一

木
村
幸
雄

近
藤
久
美
子

安
部
昭
一
郎

金
光
善
行

湯
川
浩
一

森
定
信
吉

木
村
二
美

河
端
優
子

森
奥
征
年

古
澤
太
一
朗

高
田
輝
夫

居
森
信
枝

山
田
実
雄

胡
子
洋
美

名
誉
総
裁

総

裁

会

長

副
会
長

〃〃
理
事
長

副
理
事
長

〃〃
常
務
理
事

理

事
〃〃〃〃〃〃〃

監

事
〃

松
本
光
明

高
橋
好
輝

高
阪
忠
裕

湯
川
正
夫

湯
川
壽
雄

三
宅
光
雄

木
原
光
信

安
部
孝
次
郎

田
中
　
弘

八
坂
朋
道

吉
木
美
智
雄

石
橋
啓
二

安
武
道
義

石
井
弘
道

光
本
生
郎

河
端
秀
次

新
阜
信
江

篠
田
常
生

甲
斐
紀
成

高
田
佳
子

相
談
役

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
事
務
局

1924〜  金光教スカウト協議会  〜2019
大正13年　金光教少年団創設

新春のお慶びを申し上げます

立教大学ローバースOB・OG会

城北地区豊島8団青年隊

創部95周年

田
代
俊
孝

井
上
法
英

大
橋
友
啓

北
　
秀
継

小
島
廣
子

堀
　
秀
之

井
垣
光
弘

品
田
千
絵
保

黒
川
紘
紀

石
神
　
明

糟
谷
尚
治

北
條
　
亨

平
野
嘉
彦

巨
津
善
祐

目
幸
秀
子

松
田
純
子

下
妻
正
規

三
森
　
孝

井
伊
光
紃

山
縣
年
博

増
田
和
子

沖
田
淳
子

東
　
和
秀

滋
賀
俊
正

木
村
理
佳

髙
月
沙
生
子

谷

俊

参

与

委
員
長

副
委
員
長

〃〃
常
任
委
員

〃〃〃〃〃〃〃〃〃
委

員
〃〃〃〃〃〃

会
計
監
査

〃
部

長

主

事

書
記
補

大 谷 ス カ ウ ト 連 合 協 議 会
新　春　弥　栄

真
宗
大
谷
派

青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

京都大学に入学して
京大ローバー隊に入ろう!!
京都大学ローバースカウト隊は昭和34年に発団し、
現在はOB会が支援する歴史ある団です。

京都第36団（京大ローバー隊）
e-mail: kyoto.rs36@gmail.com

https://keiorover.org

育成会長
団委員長

ローバー隊長
ローバー代表

鈴 木 　 高
萩 原 泰 夫

岩 本 　 修
中島 利八郎

慶應スカウト三田会  東京連盟港第3団
慶應義塾大学ローバースカウトクルー

謹 賀 新 年

〜信仰心をもったスカウティングを〜
浄土真宗本願寺派スカウト指導者会

土
山
和
雅

白
川
淳
敬

沖
井
智
子

高
倉
健
司

梁
瀬
正
文

東
森
文
昭

小
島
道
雄

渕
本
法
仁

菊
池
孝
子

榮
　
俊
英

理
事
長

副
理
事
長

〃
理

事
〃〃〃〃〃

事
務
局
長

事務局／京都市下京区堀川通花屋町下ル　浄土真宗本願寺派宗務所内
電話／075-371-5181（代表）  E-mail : scout@hongwanji .or.jp

早稲田大学ローバースを
支援しています

東京連盟新宿第２団育成会
電話 090-7423-4543

E-mail kanekotks@jcom.home.ne.jp

会 長

立正大学ローバーOB・OG会

柳 　 茂 久
連絡先／安西美勝 yankayoshi-asobsj@docomo.ne.jp

お気軽にお問い合わせ下さい
問合せ E-mail: chuo@scout.ne.jp  携帯 090-5441-9207（小山）

団委員長

育成会長
新 藤 腆 和
大 越 武 雄

小 山 浩 伸
星 合 孝 則

隊 長

主 将

中央大学ローバークルー
（東京千代田第３団ローバー隊）

同志社大学ローバースカウト隊
（京都連盟・京都第43団）

お問合わせは、E-mail : boggi-papa@dance.ocn.ne.jp
または、携帯 : 090 -1912 -5507（田中幹事長）まで

同志社に在籍するスカウトの入隊を歓迎します

育成会長
団委員長
隊 長
OB会幹事長

（ＯＢ会会長）篠  田  常  生
黒  木  保  博
市  坪  真  理
田  中  公  郎

新春弥栄新春名刺交換
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顧 問

〃

会　長

副会長

会 計

行 事

奉 仕

監 事

会 員

　〃　

　〃　

阿波根 直 孝
川 上 宰 夫
新 城 信 武
中 山 良 正
桑 江 泰 幸
金 城 盛 良

古 屋 政 美

儀 保 博 信

奥 間 朝 彬

與古田 力 男

玉 城 譲 治

沖縄スカウトクラブ
イチャリバ  チョウデー

北海道・東北ブロック協議会
北 海 道 連 盟
青 森 県 連 盟
岩 手 連 盟
宮 城 県 連 盟

秋 田 県 連 盟
山 形 県 連 盟
福 島 連 盟

明日へ！

会 長

副 会 長

監 事
ブロック選出
名誉会議議員

幹 　 　 　 事
コミッショナ ー

乳 井 豊 彦
入 間 正 智
末 永 正 志
本 多  勉
小 林 俊 将

連 盟 長

副連盟長

〃

長 老

相 談 役

評議員長

福 田 富 一
宇 田 貞 夫
森 山 一 政
齋 藤 幸 男
宇賀神　伴 吉
源 田 俊 昭

理 事 長

副理事長

〃

〃

県  連  盟
コミッショナー

事務局長

白 澤 嘉 宏
櫻 井 政 義
相 馬 啓 二
池 上 正 美
中 村 利 久
大 川 則 道

公益財団法人
日本ボーイスカウト栃木県連盟

連 盟 長
副 連 盟 長

〃
理 事 長
県連盟コミッショナー

日本ボーイスカウト北海道連盟
吉 田 源 彦
大 橋 和 子
長 岡 正 彦
三 国 久 介
今 井 　 建

副連盟長

副理事長
県  連  盟
コミッショナー

増 子 惠 二
国 馬 善 郎
大 槻 富 寛

安 齋 精 児
夏 井 　 宏
関 根 一 男

理 事 長

副理事長

事務局長

ボーイスカウト福島連盟
連 盟 長 内 堀 雅 雄

逢 沢 一 郎
寺 越 慎 一
岡 村 聖 爾
宮 戸 秀 昭
津 守 勝 男
川 田 基 弘
福 田 雅 之
藤 中 義 久
田 尻 紀 夫
千 葉 利 昭

大 石 和 夫
稲 垣 秀 明
中 山 道 則
村 山 　 正
衣 笠 博 介
五十野　和　男
渋 谷 俊 徳
松 尾 和 英
黒 田 幹 雄

会 長
副会長

〃

（ 東 京 堀 留 L C ）

（ 国 分 隼 人 L C ）

（ 東 京 ピ ー ス L C ）

（ 岡山ももたろう L C ）

（ 広 島 平 和 L C ）

（ 下 間 北 L C ）

（ 元 日 本 連 盟 ）

（ 東 京 大 森 L C ）

（ 岐 阜 南 L C ）

（ 大 阪 難 波 L C ）

（ 宇 部 L C ）

（ 東 京 白 門 L C ）

（ 秋 田 山 王 L C ）

（ 東 京 青 山 L C ）

（ 東京御茶ノ水 L C ）

（ 東京町田クレイン L C ）

（ 東 京 銀 座 L C ）

（ 東 京 桜 門 L C ）

（ 東 京 青 山 L C ）

（ 東 京 新 都 心 L C ）

（ 東 京 五 反 田 L C ）

（ 東 京 虎 の 門 L C ）

菅 原 雅 雄
鬼 塚 俊 郎
伊 賀 保 夫

問合せ・入会申込先／日本連盟事務局内
tel: 03-6913-6262 fax: 03-6913-6263 e-mail: hello@scout.or.jp

日本スカウトライオンズ

名誉会員

参与会員

〃

〃

代表理事

理 事

〃

〃

〃

〃

幹 事 長
筆 　 　 頭
副 幹 事 長

副幹事長

〃

〃

〃

会 計

監 事

〃

会 長

副会長

〃

〃

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

監 事

（ 東 京 北 R C ）

（ 松 　 本 R C ）

（ 秦 野 中 R C ）

（ 東 京 R C ）

（ 東京八王子北 R C ）

（ 西尾一色 R C ）

（ 西宮夙川 R C ）

（ 大阪天王寺 R C ）

（ 柳 　 井 R C ）

（ 津 久 見 R C ）

（ 横 浜 旭 R C ）

松 平 賴 武
犬 飼 康 元
佐 野 友 保
水 野 正 人
鈴 木 秀 男
太 田 幹 浩
山 田 明 良
高　見　篤志郎
村 上 智 真
戸 髙 有 基
増　田　嘉一郎

日本スカウトロータリアン

問合せ・入会申込先／日本連盟事務局内
tel: 03-6913-6262  fax: 03-6913-6263

e-mail: hello@scout.or.jp

連 盟 長

副理事長

事務局長

南 部 利 文
奥 田 耕 一
向井田 敏 宏

末 永 正 志
小 林 俊 将

理 事 長

県  連  盟
コミッショナー

日本ボーイスカウト岩手連盟

連 盟 長

副連盟長

理 事 長

吉 村 美栄子
佐 藤 孝 弘
松 田 隆 仁

大 沼 大 蔵
大 江 裕 樹
野 村 正 博

副理事長
県  連  盟
コミッショナー

事務局長

ボーイスカウト山形県連盟

団本部  〒597-0015 大阪府貝塚市堀１丁目９番８号
☎ 072-422-6133　ＦＡＸ 072-422-6676

育 成 会 長

団 委 員 長

副団委員長

ビーバー隊長

カ ブ 隊 長

ベンチャー隊長

ローバー隊長

大阪連盟（せんしゅう地区）貝塚第２団
田 端 隆 彦
井 上 菊 信
冨 田 和 博
浦 川 徳 郎
長 谷 川 　 雅 　 孝
守 口 　 隆
宮 下 憲 二

役員・団委員・指導者一同

日本ボーイスカウト群馬県連盟
連 盟 長

副 連 盟 長

理 事 長

副 理 事 長

〃

〃

〃

県連盟コミッショナー

事 務 局 長

大 澤 正 明
新 藤 信 夫
河 内 正 美
大 川 由 明
小 松 俊 一
藤 井 春 俊
高 松 富 雄
碓 井 健 文
小 倉 豊 人

連絡先： smcj@outlook.jp

日本スカウト切手・メモラビリアクラブ
Scouting Collectors Club of Japan

全国大会等で展示活動を行います

『スカウト切手と記念消印』	小町國市編著
『バッヂカタログ第2版』	南波正夫編著
『日本の少年団運動』	五十野和男編著
スカウティング関係の切手、ワッペン、資料、
コレクションに興味のある方はご連絡を

名 誉 会 員
〃

相 談 役
会 長
副 会 長

〃
世 話 人

〃
〃
〃
〃
〃
〃

三 島 昌
あき

子
こ

石 田 智 圓

村 山 　 至
松 平 賴 武
大 石 和 夫
武 井 重 利
加 藤 　 満
望 月 洋 一
河 合 孝 俊
木 村 耕 三
鴨 志 田 　 　 　 博
杉 村 　 直
金 井 昭 二

日本オールドスカウトクラブ
2020年 高尾山仏舎利奉戴90周年式典開催予定

新 春 彌 栄

（唐招提寺  第八十七世前長老）

連 盟 長

副連盟長

〃

理 事 長

村 井 嘉 浩
芳 賀 文 藏
東海林　良　雲
和 田 剛 和

副理事長
〃
〃

　 　〃　 　
（兼事務局長）
県  連  盟
コミッショナ ー

日本ボーイスカウト宮城県連盟
高 橋 徳 夫
菅 野 五 郎
村 上 佳 司
高 山 雅 光
千 葉 義 博

連 盟 長
副 連 盟 長
理 事 長
県連盟コミッショナー

三 村 申 吾
葛 西 　 堯
入 間 正 智
高 渕 　 晃

日本ボーイスカウト 青森県連盟

連 盟 長

副連盟長

〃

〃

佐 竹 敬 久
安 田 孝 司
米 田 　 進
沢 屋 隆 世

乳 井 豊 彦
鶴 田 有 司
藤 原 　 隆
吉 田 　 司

理 事 長

副理事長

〃
県  連  盟
コミッショナー

日本ボーイスカウト秋田県連盟
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浅 
野 

麻
利
子

井
沢
啓
一

入
江
生
夫

大
久
保 

秀 
人

荻
原
和
幸

唐
澤
弘
至

神
田
幸
博

黒
岩
達
夫

肥
沼
裕
史

佐
藤
武
信

真
山
明
夫

杉 

野 

健
一
郎

鈴
木
　
武

時
田
和
明

中
田
　
昇

原
　
和
彦

理

事
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

あけましておめでとうございます
日本ボーイスカウト東京連盟

奥
島
孝
康

津
守
勝
男

小
町
國
市

福
嶋
正
己

山
内
直
元

森
谷
治
男

白
川
雅
之

連
盟
長

副
連
盟
長

〃〃
理
事
長

副
理
事
長

〃

福
田
正
男

藤
村
　
満

増 

田 

嘉
一
郎

松
本
秀
夫

武
藤
眞
仁

吉
野
博
明

大
橋
　
仁

熊
坂
博
幸

才
郷
正
次

村
山
大
介

浅
野
　
正

久
保
田 

康 

弘

伊
東
孝
紳

青
木
昭
明

理

事
〃〃〃〃〃

監

事
〃〃

県
連
盟

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

理
　
　
事

事
務
局
長

事
務
局

次

長

理
事
長

常
務
理
事

公
益
財
団
法
人

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
維
持
財
団

連 盟 長

理 事 長

日本ボーイスカウト富山県連盟

石 井 隆 一
大 野 聡 一

日本ボーイスカウト埼玉県連盟
連 盟 長

副 連 盟 長

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

〃

県連盟コミッショナー

事 務 局 長

会 長

常 任 顧 問

会 長 代 行

〃

〃

上 田 清 司
清 水 勇 人
鈴 木 政 義
牛 山 佳 久
紫 藤 健 一
板 　 谷 　 喜 代 子
西 山 繁 夫
斎 藤 政 之
角 尾 雅 也

相 川 宗 一
川 本 武 彦
井 原 　 實
井 上 孝 二
男 澤 　 望

ボーイスカウト埼玉県育成会
連 盟 長
理 事 長
県連盟コミッショナー
事 務 局 長

日本ボーイスカウト新潟連盟
花 角 英 世
南 雲 重 孝
池 　 良 弘
清 水 　 修

日本ボーイスカウト千葉県連盟

萩
原
　
博

髙
橋
昭
二

木
村
政
夫

伊
藤
　
知

片
平
紀
行 

白
井
國
明

小
川
信
一

髙
橋
雅
彦

増
田
秀
夫

古
山
　
博

香
田
隆
造

関
口
陽
市

野
中
浩
章

小
鷹
順
一

榊
間
隆
之

太
田
大
州

鵜
澤
弘
明

児
玉
春
美

山
本
　
勲

坂
口
昇
次

越
森
　
誠

荻
谷
克
陽

片
寄
　
朗

曽
根
田
博

石
澤
英
輔

小
林
恒
行

橋
本
　
清

菊
地
康
介

南
　
正
晃

連
盟
長

副
連
盟
長

〃
理
事
長

副
理
事
長

理

事
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

青
年
代
表

理
　
事

県 

連 

盟

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事
務
局
長

事
務
局

次

長
〃

理
事
長

常
任
理
事

事
務
局
長

公
益
財
団
法
人

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
連
盟
維
持
財
団

迎 　 春 　 弥 　 栄

日本ボーイスカウト茨城県連盟
名誉連盟長
名 誉 顧 問
副 連 盟 長
長 老
先 達
理 事 長
副 理 事 長

〃
〃
〃

県連盟コミッショナー
事 務 局 長

理 事 長
副 理 事 長
常 務 理 事

大 井 川 　 和 　 彦
關 　 正 夫
竹 本 俊 一
橋 　 本 　 千 代 寿
佐 野 英 樹
八 木 雄 二
河 合 敏 行
宮 田 俊 晴
高 橋 輝 明
中 島 清 行
若 林 正 則
八 城 貞 子

小 　 林 　 大 次 郎
池 田 　 正
三 浦 　 勉

（一財）ボーイスカウト茨城県連盟維持財団

夢！ 冒険！ 笑顔！ いっぱいボーイスカウト

連 盟 長

副理事長
県  連  盟
コミッショナー

後 藤 　 斎
渡 辺 一 文
中 村 　 忍

鍋 谷 正 俊
河 野 　 潤
石 橋 隆 秀

理 事 長

副理事長

事務局長

日本ボーイスカウト山梨連盟

日本ボーイスカウト神奈川連盟
連 盟 長

副 連 盟 長

理 事 長

副 理 事 長

〃

〃

県連盟コミッショナー

事 務 局 長

黒 岩 祐 治
佐 野 友 保
藤 本 欣 司
濱 田 雅 弘
柳 下 裕 明
鈴 木 令 子
清 水 　 裕
大 津 省 一
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連 盟 長

理 事 長

県連盟コミッショナー

谷 本 正 憲
野 田 政 弘
手 井 博 史

日本ボーイスカウト石川県連盟

第17回日本スカウトジャンボリー
ありがとうございました！

連 盟 長

副 連 盟 長

理 事 長

副 理 事 長

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

県連盟コミッショナー

名誉会議議員

〃

〃

監 事

事 務 局 長

日本ボーイスカウト京都連盟
西 脇 隆 俊
柳 澤 　 傳
　村 伸 次
田 中 公 郎
中 川 久 徳
樫 原 　 良
栢 森 隆 平
熊 井 猛 浩
西 田 章 夫
布 㟢 志 郎
髙 林 伸 樹
岸 本 正 弘
平 井 文 雄
柴 　 佳 伸
前 田 健 世
森 川 勇 一
浅 川 栄治郎

篠 田 常 生

津 田 　 繁
北 川 　 裕
吉 村 元 宏
藤 川 直 樹
猪 岡 敏 一
中 島 　 齋
山 㟢 伊佐緒
三 木 一 暁

津 田 容太朗
辻 野 正 通
石 田 幸史郎
安 達 昌 成

謹賀新年　日本ボーイスカウト兵庫連盟
連
盟
長

副
連
盟
長

〃〃
理
事
長

副
理
事
長

〃

県  

連  

盟

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

井
戸
敏
三

山
田
知
輝

山
田
明
良

中
島
佳
一

鈴
木
　
武

南
平
榮
一

南
　
秀
生

髙
田
真
志

川
勝
賢
一

名
越
　
亮

西
脇
龍
荘

堤

正

山
中
弘
彬

稲
本
佳
嗣

高
橋
正
幸

理
事
長

常
務
理
事

理

事
〃〃〃〃

（
一
財
）兵
庫
県
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
振
興
会

木
村
岩
夫

小
玉
一
夫

青
木
教
至

笠
原
章
雄

牛
飼
満
和

岸
上
敏
之

小
林
義
一

片
山
紀
彦

讃
岐
　
等

谷
垣
憲
滋
郎

黒
田
　
茂

野
上
一
恵

中
村
正
寿

藤
田
智
之

理
事〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

清
水
秀
彦

小
林
恭
子

梅
田
華
奈

北
方
　
茂

池
田
純
雄

大
庫
俊
介

山
口
貴
裕

中
島
靖
浩

原
田
知
典

藤
尾
盛
二
朗

富
永
和
也

池
田
好
信

桑
　
英
人

植
田
和
彦

理
事〃〃〃〃監

事〃
副
コミッ
シ
ョナ
ー 

デ
ィレ
ク
タ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

〃〃〃〃
事

務

局

長

連 盟 長
理 事 長
県連盟コミッショナー

事 務 局 長

日本ボーイスカウト山口県連盟
村 岡 嗣 政
友 田 宏 幸
小 橋 克 哉
上 村 浩 司

一般社団法人

名誉連盟長

名誉副連盟長

連 盟 長

副 連 盟 長

〃

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

〃

県連盟コミッショナー

大 村 秀 章
河 　 村 　 た か し
岡 谷 篤 一
宇 野 眞 之
武 田 正 典
舩 橋 鐸 夫
永 井 　 淳
鈴 木 市 男
神 谷 昭 範
榊 原 孝 治
長 谷 川 　 榮 　 一

日本ボーイスカウト愛知連盟

一般財団法人 日本ボーイスカウト岐阜県連盟育成会

日本ボーイスカウト岐阜県連盟
連 盟 長

副連盟長

副理事長

〃

事務局長

古 田 　 肇
板 津 敏 彦
安 田 　 勝
三 浦 英 夫
木 村 芳 郎

副連盟長

理 事 長

副理事長

県  連  盟
コミッショナー

川 田 基 弘
木 村 和 幸
髙 田 英 明
日 比 野 　 守

理 事 長 髙 田 英 明 常務理事 辻 　 慶 一

瀧
島
三
郎

松
永
伸
弥

川
島
一
郎

西
村
清
矢

土
山
惟
之

松
田
　
茂

脇
坂
英
子

松
下
喜
彦

戸
田
正
明

森
田
文
明

藤
田
和
夫

田
村
照
児

藤
曲
敏
春

地
区
代
表
理
事

 

〃

 

〃

 

〃

 

〃

 

〃

 

〃

 

〃

 

〃

 

〃
監
　
事

 
〃 鈴

木
孝
治

三
浦
祥
司

畠
山
幸
喜

北
村
　
誠

川
村
　
進

鈴
木
隆
春

村
松
清
一

鈴
木
　
均

渋
谷
茂
光

佐
藤
　
誠

兼
子
孝
宏

仲
田
　
始

業
務
執
行
理
事（
兼 

事
務
局
長
）

業
務
執
行
理
事

 

〃

 

〃

 

〃

 

〃

 

〃
学
識
経
験
者
理
事

 
〃

地
区
代
表
理
事

 

〃

 

〃

 

〃

一般社団法人 日本ボーイスカウト静岡県連盟

川

勝

平

太

塩

谷

　

立

渡

辺

　

周

土

山

和

雅

村

松

武

博

花

畑

金

亨

脇

坂

　

茂

小

林

　

透

前

澤

　

侑

連
盟
長

副
連
盟
長

〃〃
理
事
長

副
理
事
長

〃

県
連
盟
コ
ミッ
シ
ョナ
ー

（
業
務
執
行
理
事
）

特
別
顧
問

日本ボーイスカウト三重連盟
連 盟 長

副 連 盟 長

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

県連盟コミッショナー

事 務 局 長

鈴 木 英 敬
廣 田 恵 子
森 　 　 　 淳 之 祐
山 本 　 幹
梅 川 逸 人
山 岸 廣 二
柴 田 伸 彦
服 部 久 司

連 盟 長

理 事 長

代 表 理 事

日本ボーイスカウト福井連盟

一般財団法人ボーイスカウト福井連盟維持財団

西 川 一 誠
大 刀 隆 雄

山 崎 幸 雄

日本ボーイスカウト滋賀連盟
連 盟 長

副連盟長

〃

〃

理 事 長

副理事長

〃

三日月 大 造
青 木 　 洋
山 本 健 二
峙 　 信 治
木 村 　 誠
吉 久 義 則
坂 口 重 次

地区代表理事

〃

〃

学識経験者理事

〃

〃

県  連  盟
コミッショナ ー

事務局長

横 川 正 己
宮 本 幹 人
船 田 　 勉
矢 島 　 孝
羽 田 充 宏
森 　 　 賢
安 居 祐 治
湯 　 昌 美

日本ボーイスカウト長野県連盟
連 盟 長

理 事 長

副 理 事 長

〃

県連盟 コミッショナー

県連盟 ディレクター

事 務 局 長

阿 部 守 一
出 田 行 徳
福 澤 　 勝
村 　 田 　 富 士 雄
小 岩 井 　 由 　 道
藤 川 育 宏
矢 口 恒 善
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新 春 弥 栄

伊原木　隆　太

坪　井　喜久太
横 山 卓 生
木 多 琢 二

日本ボーイスカウト岡山連盟
連 盟 長

理 事 長
県連盟コミッショナー
事 務 局 長

（岡山県知事）

評 議 員 長

理 事 長

常 務 理 事

（中国銀行専務）

（両備ホールディングス社長）

坪 井 宏 通
松 田 　 久
金 光 善 行

一般財団法人岡山県ボーイスカウト振興財団

大阪スカウトクラブ

本年もよろしくお願いいたします!
本年もより一層活発に活動を行ってまいります!

謹 賀 新 年

連 盟 長
理 事 長
県連盟コミッショナー

事 務 局 長

日本ボーイスカウト長崎県連盟
中 村 法 道
前 田 良 治
瀬 端 孝 夫
渡 部 　 明

日本ボーイスカウト奈良県連盟
名誉連盟長

連 盟 長

副 連 盟 長

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

県連盟コミッショナー

事 務 局 長

理 事 長

副 理 事 長

事 務 局 長

荒 井 正 吾
綿 谷 正 之
辻 村 泰 範
中 西 　 達
吉 田 甚 造
村 田 禎 章
諸 熊 建 次
佐 藤 之 雄
松 本 安 嘉

菊 池 　 攻
花 山 院 　 弘 　 匡
豊 田 敏 雄

公益財団法人奈良県ボーイスカウト振興会

日本ボーイスカウト愛媛県連盟
連 盟 長

理 事 長

県連盟コミッショナー

事 務 局 長

代 表 理 事

業務執行理事

宮 内 正 民
龍 田 純 孝
宮 㟢 雅 延
松 崎 展 也

関 　 宏 成
大 久 保 　 秀 　 司

公益財団法人愛媛県スカウト運動維持財団

ボーイスカウト和歌山連盟
連
盟
長

特
別
顧
問

顧

問

参

与

先

達

理
事
長

副
理
事
長

〃
理

事
〃〃〃〃〃

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミッ
ショ
ナ
ー

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

監

事
〃

名
誉
会
議
員

〃
事
務
局
長

山
本
一
郎

駒
井
則
彦

北
畑
耕
作

塚
本
守
治

榊
　
史
郎

仙
石
康
盛

平
野
一
夫

遠
藤
千
晶

矢
田
嘉
秀

山
田
照
夫 

加
藤
隆
也

田
中
英
明

草
田
英
嗣

野
村
義
夫

中
谷
新
治

阪
井
信
也

藤
田
弘
治

荻
野
昭
裕

松
岡
脩
平

畔
柳
　
勝

森
本
英
明

奥
田
雅
晴

新 春 弥 栄

連 盟 長

副 連 盟 長

先 達

相 談 役

〃

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

地区代表理事

〃

〃

〃

〃

県連盟コミッショナー

監 事

〃

事 務 局 長

日本ボーイスカウト広島県連盟
山 下 　 隆
酒 井 幸 雄
木 村 廣 男
福 田 　 督
沖 　 純 次
登 世 岡 　 浩 　 治
橋 本 　 貢
工 田 　 隆
西 浜 清 士
松 島 岩 樹
山 下 満 芳
霊 岳 弘 志
羽 原 文 男
貝 原 　 勝
角 山 　 肇
宮 本 伸 一
山 崎 壽 之
阿 部 芳 行

連 盟 長
理 事 長
県連盟コミッショナー
事 務 局 長

日本ボーイスカウト香川連盟
松 平 賴 武
天 雲 俊 夫
岡 　 真 一
岡 内 清 弘

副連盟長

理 事 長

副理事長

阿 南 國 康
戸 髙 有 基
池 辺 晴 美

高 椋 　 清
真 田 康 広
内  田  日出男

副理事長
県  連  盟
コミッショナー

事務局長

日本ボーイスカウト大分県連盟
連 盟 長 広 瀬 勝 貞

日本ボーイスカウト福岡県連盟
連 盟 長

副連盟長

理 事 長

副理事長

〃

〃

理 事

〃

〃

〃

〃

小 川 　 洋

髙 武 辰 行 
森 永 信一路
長 尾 時 男
井 手 直 秀
藤 田 俊 郎 
小 川 栄 一
小 田 房 江
倉 成 佳代子
高 瀨 　 勲
山 路 　 卓

県  連  盟
コミッショナー

県  連  盟
副コミッショナー

〃

〃

県  連  盟
ディレクター

名 誉 会 議
議 　 　 員

〃

〃

監 事

〃

〃

事務局長

結 城 利 章
郡 島 三 暁
坂 口 亮 二
小 山 　 俊
堤 　 寛
粟 津 英 樹
坂 本 宣 由
伊 藤 紀久美
石 内 英 光
冨 永 康 彦
御 田 良 和
堤 　 寛

（福岡県知事）

（RCJ県代表）

大
坪
文
雄

横
山
　
稔

水
戸
守
雅
之

沖
山
雅
己

地
道
裕
彦

前
田
栄
子

西
谷
正
一

西
田
俊
幸

山
原
　
誠

沖
山
雅
己

小
西
善
貞

山
本
高
久

小
川
時
弘

松
下
修
造

川
内
　
平

萩
原
了
二

小
林
正
佳

赤
塚
広
之

佐
野
敏
行

久
保
田
太
郎

川
口
哲
生

徳
永
康
雄

川
口
明
宏

冨
田
光
一

菅
沼
宏
之

井
口
雅
公

土
橋
淳
男

杉
山
重
美

連
盟
長

理
事
長

副
理
事
長

〃
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

地
区
代
表

理
　
事

〃〃〃〃〃〃
連 

盟 

長

委
嘱
理
事

〃〃〃〃
日
連
行
事

担
　
当

監

事
〃

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

〃〃〃〃〃
名
誉
会
議

議
　
員

〃

日本ボーイスカウト大阪連盟　役員一同

堀
端
達
真

河
盛
猛
夫

池
口
　
毅

佐
藤
祐
弘

貝
出
有
三
郎

瀬
濤
康
匡

四
宮
政
利

谷
口
　
修

守
口
雅
晴

加
納
　
力

樽
谷
　
進

間
下
正
司

膳
師
　
功

宮
本
智
喜

川
口
明
宏

新
谷
浩
朗

森
田
次
郎

川
口
　
洋

井
口
雅
公

石
原
有
紀
子

福
田
雅
之

江
崎
勝
久

瀬
濤
康
匡

丸
谷
　
登

馳
澤
信
一

名
誉
会
議

議
　
員

〃〃
参

与
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
チ
ー
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
チ
ー
ム

副
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

〃〃〃〃
事
務
局
長

会
長

常
務
理
事

〃
事
務
局
長

一
般
財
団
法
人

大
阪
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
振
興
協
会

（2018年12月1日現在）
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新 春 弥 栄

100周年記念史編纂委員会
委員長 （日本連盟先達・顧問 ）

（東 京 連 盟 ）
（日 本 連 盟 理 事 ）
（茨 城 県 連 盟 ）
（日本連盟先達・顧問 ）

鈴 木 國 夫
金 井 昭 二
小 町 國 市
吉 田 俊 仁
新 藤 信 夫

ボーイスカウト日本連盟
医療チーム  幹事会

水 谷 惠 至
平 沢 邦 彦
岩 井 敏 恭
松 田 和 郎
嶌 田 理 佳
西 　 嶋 　 由 貴 子
三 和 千 里
原 　 和 彦
一 之 瀬 　 真 　 弥
中 嶋 広 志
村 山 栄 子
村 山 章 裕
渡 邉 丈 眞
村 上 は る

（ 愛 　 知 ）

（ 福 　 井 ）

（ 香 　 川 ）

（ 京 　 都 ）

（ 京 　 都 ）

（ 茨 　 城 ）

（ 兵 　 庫 ）

（ 東 　 京 ）

（ 埼 　 玉 ）

（ 岐 　 阜 ）

（ 埼 　 玉 ）

（ 神 奈 川 ）

（ 愛 　 知 ）

（ 東 　 京 ）

リオティントジャパン株式会社

代表取締役社長　山地　昇

Warm wishes for a
safe & healthy new year!

篠  原  憲  一代表取締役社長

株式会社 博進企画印刷

浅 井 美 博代表取締役

ヒューマン・アカデミック・テクノロジー株式会社

浅 井 大 恵代表取締役

〒160-0022 東京都新宿区新宿2－2－１

新春弥栄
池 田 和 子代表取締役会長

円石コンサルタント㈱

川久保　政　茂代表取締役社長
（稲門スカウト倶楽部）

連 盟 長

理 事 長

県  連  盟
コミッショナー

河 野 俊 嗣

池 本 　 要

村 永 盛 哉

山 口 洋 一
林 　 幸 孝
山 本 卓 也
河 野 一 平

副理事長

〃

〃

事務局長

日本ボーイスカウト宮崎連盟

笹 沢 明 宏代表取締役社長

〒105-8660 東京都港区東新橋1-1-19 
tel： 03-3574-8981  fax： 03-3575-8020 

謹賀新年

梛 良 昌 利執行役員
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謹 賀 新 年

団支援・組織拡充委員会
村 田 禎 章
木 村 寿 宏
澤 　 朋 宏
川 村 悦 子
白 川 雅 之
高 見 和 宏
藤 川 晴 代

委 員 長
副委員長

〃
委 員

〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（神奈川）

（ 愛　 知 ）

（ 静　 岡 ）

（ 東　 京 ）

（ 福　 井 ）

（ 兵　 庫 ）

プログラム委員会
榊 原 孝 治
中 島 清 行
齋 藤 達 郎
佐 藤 　 成
佐 藤 達 也
髙 橋 義 人
竹 内 和 夫
中 村 友 一

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（ 茨　 城 ）

（ 東　 京 ）

（ 東　 京 ）

（ 埼　 玉 ）

（ 埼　 玉 ）

（神奈川）

（ 愛　 知 ）

指導者養成委員会
大久保　秀　人
松 下 修 造
志 賀 裕 人
津 田 　 繁
藤 田 五 郎
吉 野 博 樹

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（ 大　 阪 ）

（ 静　 岡 ）

（ 京　 都 ）

（ 香　 川 ）

（ 愛　 知 ）

国際委員会
嶋 田 　 寛
近 藤 明 彦
森　永　信一路
大 石 千 秋
黒　岩　かさね
笹 渕 真 子
冨 田 光 一
中 村 耕 治
花 岡 浩 司

委 員 長
副委員長

〃
委 員

〃
〃
〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（神奈川）

（ 福　 岡 ）

（ 兵　 庫 ）

（ 東　 京 ）

（ 千　 葉 ）

（ 大　 阪 ）

（ 愛　 知 ）

（ 長　 野 ）

社会連携・広報委員会
磯 山 友 幸
鈴 木 俊 明
松 平 賴 昌
青 木 秀 樹
井 上 義 雄
川 瀬 政 美
久保田　太　郎
清 水 　 健
只 野 太 一
土 田 純 平
山　本　慎太郎

委 員 長
副委員長

〃
委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（ 埼　 玉 ）

（ 東　 京 ）

（ 長　 野 ）

（ 京　 都 ）

（ 大　 阪 ）

（ 大　 阪 ）

（学識経験）

（ 東　 京 ）

（ 山　 形 ）

（ 東　 京 ）

「セーフ・フロム・ハーム」・安全委員会
増 田 秀 夫
水戸守　雅　之
宇 山 健 太
逢 坂 伸 一
神 田 三 枝
樽 谷 　 徹
西 田 俊 幸

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（ 大　 阪 ）

（ 千　 葉 ）

（神奈川）

（ 埼　 玉 ）

（ 大　 阪 ）

（ 大　 阪 ）

財務委員会
戸 髙 有 基
南 　 秀 生
出 田 行 徳
間 下 正 司
宮 里 博 史
森 谷 治 男
和 田 剛 和

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（ 兵　 庫 ）

（ 長　 野 ）

（ 大　 阪 ）

（ 沖　 縄 ）

（ 東　 京 ）

（ 宮　 城 ）

信仰奨励委員会
村 上 智 真
飯 盛 安 信
町 田 正 照
森 定 信 吉
八 巻 知 子
山　﨑　伊佐緒

委 員 長
委 員

〃
〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（ 東　 京 ）

（ 東　 京 ）

（ 岡　 山 ）

（ 静　 岡 ）

（ 京　 都 ）

中途退団抑止特別委員会
膳 師 　 功
櫻 井 茂 生
佐 藤 一 石
時 田 和 明
村 田 紘 一

委 員 長
委 員

〃
〃
〃

（ 理　 事 ）

（ 愛　 知 ）

（ 千　 葉 ）

（ 東　 京 ）

（ 大　 阪 ）

共済運営特別委員会
樽 谷 　 進
岩 井 　 均
浅 井 裕 己
真 山 明 夫
塚 本 一 男

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃

（ 理　 事 ）

（ 奈　 良 ）

（ 愛　 知 ）

（ 東　 京 ）

（ 大　 阪 ）

スカウトソング特別委員会
石 原 　 徹
小笠原　妙　香
鹿ノ内　美智子
品　田　千絵保
日 上 光 明
山 崎 　 裕

委 員 長
委 員

〃
〃
〃
〃

（ 愛　 知 ）

（ 静　 岡 ）

（ 福　 井 ）

（ 東　 京 ）

（ 大　 阪 ）

（ 広　 島 ）

大 谷 光 淳
大 坪 文 雄
金 光 平 輝
樋 口 武 男
御手洗　冨士夫
森 　 喜 朗
渡 　 文 明
石 上 智 康
久 米 邦 貞
新 藤 信 夫
杉 原 　 正
鈴 木 國 夫
但 馬 　 弘
田 中 恆 清
杜 多 道 雄
西 村 　 稔
山 本 一 郎
荒 尾 雅 也
井 上 　 保
齊　藤　斗志二
廣 瀬 　 修
堀 　 秀 之
松 本 　 宏
石 田 文 夫
犬 飼 康 元
宇 野 眞 之
久 野 　 桂
佐 野 哲 也
鈴 木 節 子
瀬 濤 康 匡
羽生田　寂　裕
山 田 知 輝

浄土真宗本願寺派 門主

大阪連盟 連盟長、　　　　　
パナソニック株式会社 特別顧問

金光教 教主

大和ハウス工業株式会社 代表取締役会長

経団連 名誉会長、　　　　　　　
キヤノン株式会社 代表取締役会長

元 内閣総理大臣、BS 振興国会議員連盟 名誉会長

JXTG ホールディングス株式会社 名誉顧問

浄土真宗本願寺派 総長

日本連盟 先達、元 日本連盟 副理事長、元 日本連盟 国際コ
ミッショナー、久米美術館 館長、元 ドイツ駐箚特命全権大使
日本連盟 先達、元 日本連盟 専務理事、元 日本連盟コ
ミッショナー、元 日本連盟 中央審議会議長　　　　　
日本連盟 先達、元 日本連盟 常務理事、
元 日本連盟 総コミッショナー　　　　
日本連盟 先達、元 日本連盟 理事、
元 日本連盟 総コミッショナー　　

真宗大谷派 宗務総長

神社本庁 総長

天台宗 宗務総長

元 日本連盟 専務理事

日本連盟 先達、元 日本連盟 副理事長、
元 日本連盟 名誉会議議長　　　　　
世界スカウト財団 理事、元 日本連盟 理事、
元 日本連盟 事務局長　　　　　　　　

元 日本連盟 理事、元 日本連盟 教育本部コミッショナー

元 BS 振興国会議員連盟 会長

元 日本連盟 副理事長

元 日本連盟 評議員、元 日本連盟 中央審議会副議長

株式会社電通 客員、元 日本連盟 理事

元 日本連盟 常務理事

元 日本連盟 理事

元 日本連盟 中央審議会副議長

元 日本連盟 理事、元 日本連盟 国際コミッショナー

元 日本連盟 評議員、元 日本連盟 中央審議会議員

元 日本連盟 評議員

元 日本連盟 理事、元 日本連盟 評議員

元 日本連盟 中央審議会議員

元 日本連盟 評議員

特別顧問
〃
〃
〃
〃
〃
〃

顧 問
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

相 談 役
〃
〃
〃
〃
〃

参 与
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

奥 島 孝 康
日 枝 　 久
松 平 賴 武
水 野 正 人
佐 野 友 保
膳 師 　 功
山 内 直 元
福 嶋 正 己
村 田 禎 章
榊 原 孝 治
大久保　秀　人
嶋 田 　 寛
磯 山 友 幸
増 田 秀 夫
戸 髙 有 基
村 上 智 真
出 田 行 徳
岡 谷 篤 一
小 町 國 市
塩 谷 　 立
鈴 木 令 子
樽 谷 　 進
永 井 　 淳
中 野 ま り
増 子 惠 二

相 原 光 治
酒 井 　 繁
増　田　嘉一郎

木 村 公 一

東京連盟 連盟長

フジサンケイグループ代表

香川連盟 連盟長、学校法人本郷学園 理事長

ミズノ株式会社 会長

神奈川連盟 副連盟長、　　
十全堂株式会社 取締役会長

大阪連盟 参与

東京連盟 理事長

東京連盟 副連盟長

奈良県連盟 副理事長

愛知連盟 副理事長

東京連盟 理事

滋賀連盟 名誉会議議員

経済ジャーナリスト

千葉県連盟 理事

大分県連盟 理事長

山口県連盟 理事

長野県連盟 理事長

愛知連盟 連盟長、岡谷鋼機株式会社 取締役社長

東京連盟 副連盟長

衆議院議員、　　　　　　　　　　　　
BS 振興国会議員連盟 副会長兼事務総長

神奈川連盟 副理事長

大阪連盟 参与

愛知連盟 理事長、　　　　　　　
新東工業株式会社 代表取締役社長

愛媛県連盟 理事

福島連盟 副連盟長

公認会計士、税理士

神奈川連盟 参与、公認会計士

東京連盟 理事、弁護士

理 事 長
副理事長

〃
〃

常務理事
〃
〃

理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃

事務局長

谷 口 　 修
舩 橋 鐸 夫
森 谷 治 男
牛 山 佳 久
大 刀 隆 雄
河 内 正 美
木 村 和 幸
白 井 堯 子
白 川 雅 之
白 澤 嘉 宏
末 永 正 志
鈴 木 　 武
仙 石 康 盛
辰 野 　 勇
土 山 和 雅
天 雲 俊 夫
中 川 玄 一
乳 井 豊 彦
橋 本 　 貢
稗 田 将 也
藤 本 欣 司
間 下 正 司
松 本 　 仁
宮 里 博 史
武 藤 眞 仁
森 屋 　 啓
横 山 　 稔
吉 田 甚 造

大阪連盟 参与

愛知連盟 顧問

東京連盟 副理事長

埼玉県連盟 理事長

福井連盟 理事長

群馬県連盟 理事長

岐阜県連盟 理事長

千葉県立衛生短期大学 名誉教授

東京連盟 副理事長

栃木県連盟 理事長

岩手連盟 理事長

兵庫連盟 理事長

和歌山連盟 理事長

株式会社モンベル 代表取締役会長兼 CEO

静岡県連盟 副連盟長

香川連盟 理事長

神奈川連盟 相談役

秋田県連盟 理事長

広島県連盟 理事長

鹿児島県連盟 副理事長

神奈川連盟 理事長

大阪連盟 参与

株式会社アメリカンアライアンスファイナンス 
取締役社長兼 CEO　　　　　　　　　　

沖縄県連盟 理事長

東京連盟 理事

千葉県連盟 名誉会議議員

大阪連盟 理事長

奈良県連盟 理事長

評議員長
副評議員長

〃
評 議 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

名誉会議
小 町 國 市
本 多 　 勉
濱 田 雅 弘
前 川 俊 弘
中 島 佳 一
廣 田 　 裕

議 長
議 員

〃
〃
〃
〃

日本連盟 理事

北海道・東北ブロック選出

関東ブロック選出

中部ブロック選出

近畿ブロック選出

中国・四国ブロック選出

内　田　日出男
入 江 生 夫
西 山 繁 夫
宮 本 智 喜
安 田 　 勝
鈴 木 令 子

議 員
〃
〃
〃
〃
〃

九州・沖縄ブロック選出

学識経験

学識経験

学識経験

学識経験

日本連盟副コミッショナー

福 嶋 正 己
水 野 正 人
鈴 木 令 子
中 野 ま り

コミッショナー
コミッショナー
副コミッショナー
副コミッショナー

（ 理　 事 ）

（ 副理事長 ）

（ 理　 事 ）

（ 理　 事 ）

日 本 連 盟
国 際
日 本 連 盟
国 際
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公益財団法人ボーイスカウト日本連盟『スカウティング』 2019年1月号　No.729　平成31年1月1日発行（奇数月1日発行）
発 行 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　〒167-0022 東京都杉並区下井草4-4-3　https://www.scout.or.jp

『スカウティング』は、全国のボーイスカウト指導者（隊指導者、団委員、スカウトクラブ構成員、地区・県連盟・日本連盟役員）に1冊お送りしています。加盟登録住所にお送りしますので、住所の誤り、変

更がある場合は団での登録住所変更の手続きをお願いします。登録システムに伴い、①4月〜8月に新規、追加登録申請が承認された場合：5月号から当該月号を同封にて送付（例：8月承認の場合は9月

号に5月号、7月号を同封）　②9月〜翌年3月に登録申請が承認された場合：11月号から当該月号を同封にて送付。9月以降の「追加登録」で、5月号〜9月号をご希望の場合は、日本連盟事務局社会連

携・広報部にご相談ください。バックナンバーの在庫がある場合はお送りいたします。発行月の前月10日以降は、送付作業工程に間に合わないため、当該月号は次号に同封されます。なお本誌の購読料は、

登録料に含まれています。上記以外の方も別途購読いただくことが可能です。詳しくはボーイスカウト日本連盟ホームページ https://www.scout.or.jp から、スカウティング誌のページをご覧ください。

Ⓒ公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　2019　写真、イラスト、記事のコピー・複製・転載を希望される場合は、日本連盟事務局社会連携・広報部（代表 TEL：03-6913-6262）までご連絡ください。

公益財団法人 ボーイスカウト日本連盟事務局『スカウティング』投稿係
〒167-0022 東京都杉並区下井草4-4-3 電話 03-6913-6262（代表）  FAX 03-6913-6263  Ｅメール scouting@scout.or.jp

なんでも応募先

https://www.scout.or.jp日本連盟ホームページはこちら

本誌では読者の皆さまからの投稿を常時受け付けています。投稿が掲載された方には、掲載誌と記念品をお送りしています。投稿は、文字数400字で写真3枚を目安にして
ください。新聞掲載記事は、新聞名、掲載日を明記してください。なお、お送りいただいた写真や新聞記事は原則として返却しませんのでご了承ください。お送りいただい
た投稿は、抜粋しての使用や一部を編集させていただく場合があり、また掲載できない場合もあります。あらかじめご了承ください。たくさんの投稿をお待ちしております。

投稿規定

2019

3
No.730

次号予告 次号の『スカウティング』は、2019年3月1日発行SCOUTING

活動の要となるプログラムについて改めて考え、皆さんとともに新年度に向けた準備をしていきましょう。

青少年プログラム特 集

⦿訃報
日本連盟特別顧問　北白川 道久
　日本連盟役員として長きにわたりご尽力いただ
いた北白川道久氏（一般社団法人霞会館理事長）が平
成30年10月22日、ご逝去されました（享年81）。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

北白川道久様を偲んで

　北白川様には、日本連盟の特別顧問を長くお務めいただいていました。
　北白川様は、明治天皇のひ孫に当たられ、ボーイスカウト日本連盟と皇
室とのパイプ役をお願いしていました。
　学生時代には、学習院の東京第21隊（現在の東京・豊島第1団）に所
属され、スカウト活動にたいへん熱心に参加されており、亡くなられるま
で団の育成会長を務めておられました。
　伊勢神宮の大宮司をされていたときには、神社スカウト大会を主催さ
れ、また伊勢地区のスカウト活動を支援、指導してくださっていました。
　現職は、神社庁の統理、霞会館の理事長で、霞会館では日本連盟に
毎年助成をしてくださっていました。
　たいへん穏やかで、立派な考えをおもちの方で、私たちとも気さくに付
き合ってくださっていました。
　亡くなられたことは、誠に残念なことであります。
　北白川様のご冥福を心からお祈り申し上げます。

日本連盟 副理事長　松平 賴武

［日本連盟奉仕歴］ 国際委員（平成6年〜）／顧問（平成13年〜）／特別顧問（平成22年〜）

写真提供：豊島第１団

デジタル配信しています !

ID: scouting-magazine
PASS: sonaeyotuneni
URL: https://www.scout.or.jp/scoutingmagazine/issue/

　機関誌「スカウティン
グ」のデジタル版（PDF）
を、読者の皆さんを対象
に配信しています。
　デジタル版は、文字も
そのままコピーできます
ので、さまざまな資料に、
より簡単に引用できるほ
か、タブレット端末などに
入れ、いつでも読むこと
ができます。
　ぜひご利用ください。
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今年の福袋は、限定のオリジナル
トートバックに入れて、販売します！

中身は？：中と大には、mont-bel l製のスペシャルバッグがはいっています！

品番：93000 品番：95000 品番：90000



ともに過ごすその時間は、
これからのミライを創る。

第24回世界スカウトジャンボリー日本派遣団
派遣期間： 2019年7月21日（日）〜 8月5日（月）16日間（ISTは別日程）

テ ー マ：「新世界の扉を開こう」“Unlock a New World”
場 所： アメリカ合衆国ウエストバージニア州サミット・ベクテル保護区

いよいよ今年は世界スカウトジャンボリー。
日本から1,200人が、40,000人の仲間が待つアメリカへ。
世界の仲間と過ごす2週間。そこにはさまざまな出会いや体験が待っています。
そこでともに過ごす仲間たちと、これからのミライを創っていきます。

グローバルな視点。世界中の仲間。そして自分。
はじめよう。一人前になるために。

昭
和
33年

12月
15日
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